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日
南
市
立
図
書
館
が
毎
年
開
催
し
て
お
り
ま
す
読
書
感
想
文
感
想
画
コ
ン
ク
ー
ル
に
応
募
さ
れ
た
児
童
生
徒

の
み
な
さ
ん
、
作
品
の
入
賞
、
入
選
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
年
度
も
多
く
の
作
品
を
出
品
し
て
い

た
だ
き
コ
ン
ク
ー
ル
を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

読
み
終
え
た
一
冊
の
本
が
そ
れ
ぞ
れ
の
感
性
で
文
章
や
絵
画
と
い
う
別
の
形
で
表
現
さ
れ
る
文
化
は
、
あ
ら

た
な
興
味
・
関
心
を
想
像
す
る
も
の
で
す
。
読
書
を
と
お
し
て
豊
か
な
心
を
育
く
む
時
間
を
創
り
出
す
と
い
う

意
味
か
ら
も
、
こ
の
事
業
に
関
わ
る
市
立
図
書
館
の
役
割
は
価
値
の
あ
る
も
の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

さ
て
、
み
な
さ
ん
方
の
ど
の
作
品
も
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
が
感
情
や
想
像
、
そ
し
て
夢
を
織
り
な
し
表
現
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
本
は
み
な
さ
ん
に
と
っ
て
親
し
い
友
達
で
あ
る
か
の
よ
う
な
、
そ
ん
な
身
近
な
存
在
な
の
だ
と

あ
ら
た
め
て
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。 

今
、
宮
崎
県
は
「
日
本
一
の
読
書
県
」
を
目
指
し
て
い
ま
す
が
、
日
南
市
も
「
県
内
一
の
読
書
市
」
を
目
指

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

そ
こ
で
み
な
さ
ん
に
は
、
と
に
か
く
本
を
手
に
と
っ
て
読
ん
で
も
ら
お
う
と
、
『
旅
す
る
読
書
』
に
力
を
入

れ
て
い
ま
す
。
毎
年
一
０
０
名
以
上
の
小
学
生
が
一
０
０
冊
達
成
で
徐
々
に
読
書
の
輪
が
広
が
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
中
学
生
は
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
で
本
の
面
白
さ
を
広
げ
て
い
ま
す
。
各
学
校
で
の
予
選
も
盛
り
上
が

り
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
来
年
の
図
書
館
ま
つ
り
で
は
、
小
中
学
生
の
読
書
パ
ワ
ー
を
も
っ
と
感
じ

た
い
と
思
い
ま
す
。 

「
読
書
は
一
日
に
し
て
な
ら
ず
。
」
読
書
は
継
続
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
少
し
ず
つ
着
実
に
知
識
や
経
験
を
得

て
、
感
情
を
豊
か
に
し
て
い
き
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
の
た
め
、
読
書
の
普
及
啓
発
に
つ
い
て
、

今
後
と
も
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

終
わ
り
に
、
こ
の
作
品
集
を
発
行
す
る
に
あ
た
り
、
審
査
や
編
集
に
際
し
て
多
大
な
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
ま

し
た
学
校
の
先
生
方
に
対
し
ま
し
て
、
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す 
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読
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感
想
文
の
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【
小
学
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（
一
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金
賞 

 
ア
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賞 
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は
、
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ょ
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飫
肥
小
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佐
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…
8 

 

 

銅
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あ
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は
、
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ょ
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を
よ
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南
郷
小
学
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宮
川 
大
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…
…
…
10 

 

【
小
学
校
（
二
年
生
）
の
部
】 

金
賞 

 

つ
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、
だ
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じ
ょ
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ぶ
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よ 

飫
肥
小
学
校 
 
 
 

水
永 

瑛
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…
…
…
11 

  

銀
賞 
 

「
や
く
そ
く
っ
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ど
ん
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や
く
そ
く
か
な
。
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吾
田
小
学
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後
藤 

彩
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…
…
…
13 

 銅
賞 

 

し
あ
わ
せ
の
な
み
だ 

桜
ヶ
丘
小
学
校 

 
  

笠 

煌
大
朗 

…
…
…
14 

   

【
小
学
校
（
三
年
生
）
の
部
】 

 

金
賞 

 

「
お
昼
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時
間
で
す
」
を
読
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飫
肥
小
学
校 
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葵
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…
…
…
15 

  

銀
賞 
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の
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っ
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外
交
か
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吾
田
小
学
校 

 
 
 

井
上 

暖
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…
…
…
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銅
賞 

 

「
青
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空
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が
っ
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」
を
読
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榎
原
小
学
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星
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楓
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…
…
…
19 

  

【
小
学
校
（
四
年
生
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の
部
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金
賞 

 

つ
ら
い
人
の
立
場
に
な
っ
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吾
田
小
学
校 

 
 
 

阿
部 

凜
里
亜
…
…
…
21 

 
 
 
 
 

 

 

銀
賞 

 

命
を
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な
ぐ
ひ
ま
わ
り 

 
 

吾
田
小
学
校 
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…
…
…
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「
耳
の
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こ
え
な
い
メ
ジ
ャ
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リ
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ガ
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ウ
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イ
」
を
読
ん
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吾
田
小
学
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…
…
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【
小
学
校
（
五
年
生
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の
部
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金
賞 

 

「
海
を
わ
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っ
た
折
り
づ
る
」
を
読
ん
で 

吾
田
東
小
学
校 

 
 

山
村 

玲
未 

…
…
…
27 

 

 

銀
賞 

 
い
じ
め
は
い
け
な
い 

飫
肥
小
学
校 

 
 
 

三
賢 

李
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…
…
…
29 

 

 

銅
賞 

 

ま
い
と
私
が
お
そ
わ
っ
た
こ
と 

吾
田
小
学
校 

 
 
 

井
上 

心
暖 

…
…
…
30 

 

  

【
小
学
校
（
六
年
生
）
の
部
】 

 

金
賞 

 

「
ゲ
ン
の
行
動
に
感
動
」 

吾
田
小
学
校 

 
 
 

河
野 

結
愛 

…
…
…
32 

 

 

銀
賞 
 

ハ
ー
ト
ボ
イ
ス
と
の
出
会
い 

鵜
戸
小
中
学
校 

 
 

山
根 

麻
椰 

…
…
…
34 

 

 

銅
賞 

 

「
該
当
な
し
」 

 

【
中
学
校
の
部
】 

 

金
賞 

 

不
幸
な
動
物
た
ち
を
救
い
た
い 

日
南
学
園
中
学
校
一
年 

 

糸
井 

波
子 

…
…
…
36 

 

 

銀
賞 

 

「
世
界
か
ら
僕
が
消
え
た
な
ら
」 

南
郷
中
学
校
一
年 

 

松
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七
音 

…
…
…
40 
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該
当
な
し
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…
…
…
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…
43 
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学
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…
…
…
45 

 

 

銀
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国
も
の
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吾
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小
学
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佐
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奏
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…
…
…
45 

 

 

銅
賞 

 

ミ
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の
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き
な
ぼ
う
し 

 
 

潟
上
小
学
校 
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部 
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…
…
…
45 

  

【
小
学
校
（
二
年
生
）
の
部
】 

 

金
賞 

 

お
ば
け
で
ん
し
ゃ 

鵜
戸
小
中
学
校 

 
 

長
友 

竜
星 
…
…
…
46 

 

 

銀
賞 

 

魔
女
の
い
る
花
屋
さ
ん 

吾
田
小
学
校 

 
 
 

後
藤 

彩
綾 

…
…
…
46 

 

 

銅
賞 

 

い
え
の
な
か
の
か
み
さ
ま 

 
 

吾
田
小
学
校 

 
 
 

隈
部 

唯
花 

…
…
…
46 

  

読
書
感
想
画
の
部 

【
小
学
校
（
三
年
生
）
の
部
】 

 

金
賞 

 

お
父
さ
ん
の
Ｖ
サ
イ
ン 

飫
肥
小
学
校 

 
 
 

藤
山 

結
奈 

…
…
…
47 

 

 

銀
賞 

 

手
ぶ
く
ろ
を
買
い
に 

鵜
戸
小
中
学
校 

 
 

村
中 

惠
太 

…
…
…
47 

 

 

銅
賞 

 

ね
こ
ま
つ
り
の
し
ょ
う
た
い
じ
ょ
う 

 
 

飫
肥
小
学
校 

 
 
 

須
志
田 

琳
音 

…
…
47 

  

【
小
学
校
（
四
年
生
）
の
部
】 

 

金
賞 

 

３
年
２
組
は
牛
を
飼
い
ま
す 

飫
肥
小
学
校 

 
 
 

松
山 

ひ
か
る 

…
…
48 

 

 

銀
賞 

 

銀
河
鉄
道
の
夜 

南
郷
小
学
校 

 
 
 

藤
原 

萌
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…
…
…
48 

 

 

銅
賞 
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ネ
コ
き
き
い
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ぱ
つ 

 
 

潟
上
小
学
校 

 
 
 

佐
藤 

凜
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…
…
…
48 
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…
49 

  

銀
賞 
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の
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吾
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小
学
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後
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…
…
…
…
49 
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サ
ウ
ル
ス 

 
 

吾
田
小
学
校 

 
 

隈
部 

拓
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…
…
…
…
49 

  

【
小
学
校
（
六
年
生
）
の
部
】 

 

金
賞 

 

注
文
の
多
い
料
理
店 

鵜
戸
小
中
学
校 

 

高
嶺 

槇
那 
…
…
…
…
50 

 

 

銀
賞 

 

こ
ど
も
電
車 

吾
田
東
小
学
校 

 

阿
部 

陽
花 

…
…
…
…
50 

 

 

銅
賞 

 

秘
密
の
ス
イ
ー
ツ 

 
 

南
郷
小
学
校 

 
 

竹
内 

 

梓  

…
…
…
…
50 

  

読
書
感
想
画
入
選
作
品
名
一
覧 

…
…
…
…
…
…
…
51 

  

読
書
感
想
画
の
審
査
を
終
え
て 

…
…
…
…
…
…
…
52 

  

審

査

員

氏

名
一
覧 

 

…
…
…
…
…
…
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小
学
校
一
年
生
の
部 

  

   

金 

賞 

 

ア
ラ
ン
、
か
っ
こ
い
い
ぞ 

 
 
 
 
 

 
 

吾
田
東
小
学
校 

 

後
藤 
大
智 

  

ぼ
く
の
は
が
、
こ
の
ま
え
は
じ
め
て
ぬ
け
ま
し
た
。
そ
の
う
し

ろ
か
ら
、お
と
な
の
は
が
、に
ょ
き
に
ょ
き
は
え
て
き
て
い
ま
す
。

お
か
あ
さ
ん
に
、「
は
が
だ
い
ち
と
い
っ
し
ょ
だ
ね
。」
と
い
わ
れ

た
の
で
、
ぼ
く
は
「
ア
ラ
ン
の
歯
は
、
で
っ
か
い
ぞ
、
こ
わ
ー
い

ぞ
」
を
よ
み
ま
し
た
。
ア
ラ
ン
の
は
は
、
ぴ
か
ぴ
か
で
と
が
っ
て

い
ま
す
。
ぼ
く
は
、「
ア
ラ
ン
、
な
ん
だ
か
か
っ
こ
い
い
な
。」
と

お
も
い
ま
し
た
。 

 

ア
ラ
ン
は
、
こ
わ
ー
い
ワ
ニ
で
す
。
ぴ
か
ぴ
か
の
は
で
み
ん
な

を
こ
わ
が
ら
せ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
一
ぽ
ん
の
は
を
十
ぷ

ん
み
が
い
て
、
こ
わ
い
か
お
の
れ
ん
し
ゅ
う
を
し
て
い
ま
す
。
ぼ

く
は
、
こ
ん
な
に
は
み
が
き
が
ん
ば
っ
て
つ
か
れ
な
い
か
な
、
と

お
も
い
ま
し
た
。
ぼ
く
だ
っ
た
ら
む
り
で
す
。
は
は
、
ま
い
に
ち

さ
さ
っ
と
み
が
い
て
い
ま
す
。 

 

だ
け
ど
、
ほ
ん
と
う
は
、
ア
ラ
ン
の
は
は
い
れ
ば
で
す
。
口
が

フ
ニ
ャ
フ
ニ
ャ
の
ア
ラ
ン
を
み
て
、
ぼ
く
は
、
お
も
し
ろ
く
て
わ

ら
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

 

あ
る
ひ
、
ビ
ー
バ
ー
の
バ
リ
ー
が
、
ア
ラ
ン
が
ね
て
い
る
あ
い

だ
に
い
れ
ば
を
か
く
し
ま
し
た
。
は
が
な
い
の
で
、
ア
ラ
ン
は
み

ん
な
に
わ
ら
わ
れ
て
な
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
わ
が
ら
せ
た
ア

【講 

評
】 

一
年
生
に
合
う
本
を
選
び
、
自
分
の
生
活
や
経
験
を
結
び
つ
け
、

自
分
の
言
葉
で
表
現
し
て
あ
る
作
品
が
多
か
っ
た
で
す
。
さ
ら
に
、

読
書
す
る
こ
と
の
喜
び
や
楽
し
み
を
表
現
で
き
る
と
い
い
で
す
ね
。 
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ラ
ン
が
わ
る
い
け
ど
、
あ
ん
な
に
は
み
が
き
を
が
ん
ば
っ
て
い
た 

の
で
、
ち
ょ
っ
と
か
わ
い
そ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

 

さ
い
ご
に
、
ア
ラ
ン
は
い
れ
ば
を
か
え
し
て
も
ら
い
、
み
ん
な

の
た
め
に
い
ろ
い
ろ
し
て
あ
げ
る
や
さ
し
い
ワ
ニ
に
な
り
ま
し
た
。

ア
ラ
ン
が
と
も
だ
ち
と
た
の
し
そ
う
で
、
ぼ
く
も
う
れ
し
く
な
り

ま
し
た
。 

 

ア
ラ
ン
は
、
こ
わ
が
ら
せ
た
り
、
い
れ
ば
だ
っ
た
り
、
あ
ま
り

か
っ
こ
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も
、
な
ん
で
も
が
ん
ば
る

ア
ラ
ン
、
み
ん
な
に
や
さ
し
く
な
っ
た
ア
ラ
ン
を
、
ぼ
く
は
さ
い

し
ょ
よ
り
、
ず
っ
と
ず
っ
と
す
き
に
な
り
ま
し
た
。
ア
ラ
ン
は
や

っ
ぱ
り
か
っ
こ
い
い
な
、
と
お
も
い
ま
す
。
ぼ
く
も
、
ア
ラ
ン
の

か
っ
こ
い
い
と
こ
ろ
を
ま
ね
し
た
い
で
す
。
だ
か
ら
、
お
と
も
だ

ち
に
や
さ
し
く
し
よ
う
と
お
も
い
ま
す
。
は
み
が
き
も
、
も
う
ち

ょ
っ
と
て
い
ね
い
に
、
な
が
く
み
が
こ
う
と
お
も
い
ま
す
。 

 
銀
賞 ば

あ
ば
は
、
だ
い
じ
ょ
う
ぶ 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

飫
肥
小
学
校 

佐
原 

苺
果 

  

わ
た
し
に
は
、
ば
あ
ば
が
二
人
い
ま
す
。
一
人
は
い
っ
し
ょ
に

す
ん
で
い
て
、
も
う
一
人
は
、
と
お
く
に
、
す
ん
で
い
ま
す
。
そ

の
ば
あ
ば
と
は
、
つ
ば
さ
く
ん
の
よ
う
に
い
つ
も
は
は
な
せ
ま
せ

ん
が
、
た
ま
に
で
ん
わ
で
は
な
す
と
き
は
、
な
が
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
た
ま
に
あ
う
と
、
や
さ
し
く
し
て
く
れ
ま
す
。
つ
ば
さ

く
ん
の
ば
あ
ば
は
、
わ
す
れ
て
し
ま
う
び
ょ
う
き
で
し
た
。
わ
す

れ
て
し
ま
う
び
ょ
う
き
と
は
、
ど
ん
な
び
ょ
う
き
な
ん
だ
ろ
う
と

お
も
い
ま
し
た
。
そ
の
び
ょ
う
き
と
は
、
お
な
じ
こ
と
を
な
ん
か

い
も
き
い
て
き
た
り
、
い
ま
ま
で
で
き
た
こ
と
が
、
で
き
な
く
な

っ
て
し
ま
う
び
ょ
う
き
と
し
り
ま
し
た
。
ば
あ
ば
が
、
い
れ
て
く
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れ
た
お
ち
ゃ
が
も
し
、
か
れ
は
だ
っ
た
ら
、 

「
お
ち
ゃ
の
は
じ
ゃ
な
く
て
、
か
れ
は
だ
よ
。」 

と
、
い
っ
て
へ
や
か
ら
に
げ
だ
さ
ず
、
わ
た
し
が
い
れ
て
あ
げ
ま

す
。
い
つ
も
と
ち
が
う
ば
あ
ば
が
し
ん
ぱ
い
だ
っ
た
ら
、
し
ゅ
く

だ
い
を
も
っ
て
ば
あ
ば
の
へ
や
に
い
き
ま
す
。
わ
た
し
は
、
ば
あ

ば
が
い
な
く
な
っ
た
ら
、し
ん
ぱ
い
で
、よ
る
も
ね
む
れ
ま
せ
ん
。

げ
ん
き
に
か
え
っ
て
き
た
ら
、
い
っ
ぱ
い
し
ゃ
べ
っ
て
、
あ
そ
び

た
い
で
す
。 

「
こ
れ
か
ら
は
、
な
る
べ
く
い
っ
し
ょ
に
い
こ
う
ね
。」
と
、
い

い
ま
す
。
わ
た
し
の
ば
あ
ば
は
、
わ
す
れ
る
び
ょ
う
き
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
も
し
な
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
お
ち
ゃ
の
は
は
、
と
だ

な
の
な
か
。よ
な
か
に
は
、そ
と
に
い
か
な
い
よ
う
に
。ま
ご
は
、

や
さ
し
い
こ
。
ま
ご
の
す
き
な
も
の
は
、
マ
ー
ボ
ー
ド
ウ
フ
。
わ

す
れ
て
は
い
け
な
い
だ
い
じ
な
こ
と
は
、
わ
た
し
が
メ
モ
を
か
い

て
、
へ
や
に
は
っ
て
あ
げ
ま
す
。
わ
た
し
は
ど
こ
か
で
、
お
と
し

よ
り
に
は
な
し
か
け
ら
れ
た
と
き
、
た
の
し
く
か
い
わ
し
て
い
た

け
ど
、
こ
れ
か
ら
は
、
じ
ぶ
ん
か
ら
も
は
な
し
か
け
た
い
と
お
も

い
ま
す
。 
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銅
賞 ば

あ
ば
は
、
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
を
よ
ん
で 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

南
郷
小
学
校 

宮
川 

大
海 

  

「
ぼ
く
は
、
な
ん
さ
い
。」「
お
な
ま
え
は
。」 

と
な
ん
ど
も
き
か
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
と
き
ぼ
く
は
、

へ
ん
だ
な
と
お
も
い
ま
し
た
。 

 

そ
れ
は
、
ま
ま
が
ば
あ
べ
き
ゅ
う
に
つ
れ
て
い
っ
て
く
れ
た
と

き
で
す
。
と
な
り
の
し
ら
な
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
き
か
れ
て
、
な

ん
ど
も 

 

「
み
や
が
わ
た
い
が
、
６
さ
い
で
す
。」 

と
い
い
ま
し
た
。 

 

ぼ
く
は
、
ば
あ
べ
き
ゅ
う
に
い
く
く
る
ま
の
な
か
で
、
た
の
し

み
で
わ
く
わ
く
し
て
い
ま
し
た
。 

 

で
も
、
な
ん
ど
も
き
い
て
く
る
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
へ
ん
じ
を
す

る
の
が
い
や
に
な
り
ま
し
た
。 

 

「
な
ん
ど
へ
ん
じ
し
て
も
、
い
っ
し
ょ
。
ま
た
き
い
て
く
る
か

ら
」
と
お
も
っ
て
、
そ
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
か
ら
に
げ
た
く
な
り
ま

し
た
。 

 

こ
の
ほ
ん
の
つ
ば
さ
く
ん
も
、
お
な
じ
き
も
ち
だ
っ
た
の
か
な

と
お
も
い
ま
し
た
。 

 

ぼ
く
は
、
が
っ
こ
う
か
ら
か
え
る
と
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
い
え

に
か
え
り
ま
す
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
い
え
に
は
、
ひ
い
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
も
す
ん
で
ま
す
。 

 

ぼ
く
は
、
ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
だ
い
す
き
で
す
。 

 

も
し
、
ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
わ
す
れ
て
し
ま
う
び
ょ
う
き
に

な
っ
た
ら
、
ば
あ
べ
き
ゅ
う
の
と
き
み
た
い
に
、
へ
ん
だ
な
あ
と

お
も
う
か
も
し
れ
な
い
。
で
も
ぼ
く
は
、
ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が

わ
す
れ
も
の
を
と
ど
け
て
く
れ
た
り
、
お
や
つ
を
く
れ
た
り
、
や
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小
学
校
二
年
生
の
部 
さ
し
く
し
て
く
れ
た
こ
と
を
、
わ
す
れ
な
い
よ
。
い
つ
も
あ
り
が

と
う
。 

 

ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
だ
よ
。
わ
す
れ
て
し
ま

う
び
ょ
う
き
に
な
っ
て
も
、
ぼ
く
が
ま
も
っ
て
あ
げ
る
ね
。 

           

  

     

金 

賞 

つ
ば
さ
く
ん
、
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
だ
よ 

飫
肥
小
学
校 

水
永 

瑛
人 

  

つ
ば
さ
く
ん
、
大
す
き
な
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
、
に
ん
ち
し
ょ
う

に
な
っ
て
び
っ
く
り
し
た
ね
。
お
か
し
と
ま
ち
が
え
て
、
ど
ん
ぐ

り
を
た
べ
よ
う
と
し
た
り
、
お
ち
ば
を
お
茶
と
言
っ
て
、
の
ま
せ

【講 

評
】 

読
書
を
通
し
て
、
こ
う
な
り
た
い
自
分
を
明
確
に
書
い
て
い
る
作

文
が
多
く
、
二
年
生
ら
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
さ
ら
に
物
語
だ
け
で

な
く
、
ジ
ャ
ン
ル
を
増
や
し
、
広
い
視
野
で
読
書
を
楽
し
め
る
と
よ

い
で
す
ね
。 
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よ
う
と
し
た
り
し
て
、
か
な
し
か
っ
た
で
し
ょ
う
。
ぼ
く
も
、
じ

ぶ
ん
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
、
記
お
く
が
な
く
な
っ
て
、
い
ろ
ん
な

こ
と
が
わ
か
ら
な
く
な
っ
た
ら
、さ
び
し
い
気
も
ち
に
な
る
と
思

い
ま
す
。 

 

で
も
ね
、
つ
ば
さ
く
ん
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
つ
ば
さ
く
ん
が

い
る
か
ら
、
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
だ
と
ぼ
く
は
思
い
ま
す
。
家
が
わ
か

ら
な
く
な
っ
て
、
一 ひ

と

ば
ん
中
、
さ
む
い
外
に
い
た
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

の
足
に
、つ
ば
さ
く
ん
が
、く
つ
し
た
を
は
か
せ
て
あ
げ
た
と
き
、

ぼ
く
は
そ
う
思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
前
の

よ
う
に
、
つ
ば
さ
く
ん
の
あ
た
ま
を
な
ぜ
な
が
ら
、 

「
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
。
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
。」 

と
言
い
ま
し
た
ね
。お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、び
ょ
う
気
に
な
っ
て
も
、

ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
は
げ
ま
し
て
く
れ
る
ん
で
す
ね
。
ぼ

く
が
、
一
ば
ん
、
す
き
な
場
め
ん
で
す
。
ま
る
で
、
ぼ
く
が
、
は

げ
ま
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
気
も
ち
に
な
る
か
ら
で
す
。 

 

も
し
、
ぼ
く
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
、
に
ん
ち
し
ょ
う
に
な
っ
た

ら
、
つ
ば
さ
く
ん
の
よ
う
に
、
で
き
な
い
こ
と
を
手
つ
だ
っ
て
あ

げ
た
り
、
わ
す
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
そ
れ
を
教
え
て
あ
げ
た

い
で
す
。
そ
し
て
、
ぼ
く
に
は
、
大
人
に
な
っ
た
ら
、
ど
ん
な
び

ょ
う
気
も
な
お
せ
る
く
す
り
の
か
い
は
つ
を
す
る
と
い
う
ゆ
め
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
く
す
り
の
中
に
、
に
ん
ち
し
ょ
う
が
、
な
お
せ

る
く
す
り
も
入
っ
て
い
ま
す
。
や
す
い
ね
だ
ん
で
、
こ
う
れ
い
し

ゃ
の
方
も
買
い
や
す
い
く
ふ
う
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

み
ん
な
が
、
じ
ぶ
ん
の
で
き
る
こ
と
で
、
が
ん
ば
れ
ば
、
だ
い

じ
ょ
う
ぶ
だ
と
、
ぼ
く
は
思
っ
て
い
ま
す
。
つ
ば
さ
く
ん
、
こ
れ

か
ら
も
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
を
た
す
け
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
ぼ
く

は
、
べ
ん
き
ょ
う
を
し
て
、
い
い
く
す
り
を
作
る
か
ら
、
ま
っ
て

い
て
ね
。 
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銀 

賞 

 

「
や
く
そ
く
っ
て
ど
ん
な
や
く
そ
く
か
な
。
」 

吾
田
小
学
校 

後
藤 

彩
綾 

  

こ
の
本
を
読
む
前
は
、
犬
の
ミ
ュ
ウ
と
ぼ
く
と
の
楽
し
い
ゆ
か

い
な
お
話
だ
と
思
っ
て
い
た
わ
た
し
は
、
は
じ
め
て
本
を
読
み
な

が
ら
な
み
だ
が
出
ま
し
た
。
ポ
ロ
ポ
ロ
丸
い
な
み
だ
を
な
が
し
な

が
ら
何
か
い
も
読
み
ま
し
た
。
む
ね
が
じ
い
ん
と
し
て
、
で
も
な

ぜ
か
心
が
ひ
き
し
ま
っ
た
気
も
し
た
の
で
す
。 

 

こ
の
本
は
、
ぼ
く
の
大
せ
つ
な
家
ぞ
く
で
ま
る
で
お
ね
え
ち
ゃ

ん
の
よ
う
な
そ
ん
ざ
い
の
ミ
ュ
ウ
と
ぼ
く
と
の
き
ず
な
に
つ
い
て

書
か
れ
た
本
で
す
。 

 

わ
た
し
が
一
ば
ん
心
に
の
こ
っ
た
の
は
、「
犬
も
人
も
み
ん
な
、

い
つ
か
は
か
な
ら
ず
し
ぬ
。
だ
か
ら
、
生
き
て
い
る
あ
い
だ
は
、

一
日
一
日
を
せ
い
い
っ
ぱ
い
、
そ
の
日
、
そ
の
人
に
で
き
る
こ
と

を
い
っ
し
ょ
う
け
ん
め
い
し
て
生
き
て
い
く
。
そ
れ
で
い
い
ん
だ

よ
。」
と
い
う
お
父
さ
ん
の
こ
と
ば
で
す
。
い
っ
し
ょ
う
け
ん
め

い
生
き
る
な
ん
て
、
わ
た
し
は
あ
ま
り
考
え
て
い
な
か
っ
た
の
で

も
っ
た
い
な
か
っ
た
し
少
し
だ
け
く
や
し
い
で
す
。 

 

こ
の
前
、道
と
く
の
じ
か
ん
に
い
の
ち
に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。

わ
た
し
は
、
じ
ゅ
み
ょ
う
と
い
う
こ
と
ば
を
は
じ
め
て
し
り
ま
し

た
。
人
や
生
き
も
の
に
は
み
ん
な
じ
ゅ
み
ょ
う
が
あ
る
け
ど
、
そ

の
い
の
ち
の
ほ
の
お
が
き
え
る
ま
で
あ
か
る
く
生
き
つ
づ
け
な
い

と
い
け
な
い
と
思
い
ま
し
た
。 

 

天
国
に
行
っ
た
ミ
ュ
ウ
と
ぼ
く
が
む
す
ん
だ
や
く
そ
く
、
そ
れ

は
や
さ
し
く
て
つ
よ
い
人
げ
ん
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。 

「
ミ
ュ
ウ
、
わ
た
し
も
し
っ
ぱ
い
し
て
も
あ
き
ら
め
な
い
つ
よ
い

心
を
も
つ
よ
。
そ
し
て
、
人
の
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
や
さ
し
い
人

に
な
り
た
い
。
が
ん
ば
る
よ
。」 
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銅 

賞 

 
 

 
し
あ
わ
せ
の
な
み
だ 

 
 

 
 

 
 

 
 

桜
ヶ
丘
小
学
校 

笠 

煌
大
朗 

  

「
こ
ん
な
に
小
さ
い
の
に
、か
ぞ
く
と
は
な
れ
ば
な
れ
な
ん
て
。」 

と
考
え
た
ら
、
か
な
し
く
て
な
み
だ
が
出
て
き
ま
し
た
。
ぼ
く
よ

り
も
小
さ
な
ト
ロ
ン
が
一
人
で
生
き
て
い
く
な
ん
て
。
お
話
で
な

い
た
の
は
、
は
じ
め
て
で
し
た
。 

 

さ
い
ご
の
ば
め
ん
で
も
、
な
み
だ
が
出
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
ま

で
た
た
か
っ
て
い
た
テ
ィ
ラ
ノ
サ
ウ
ル
ス
も
ア
ン
キ
ロ
サ
ウ
ル
ス

も
ほ
か
の
き
ょ
う
り
ゅ
う
た
ち
も
み
ん
な
で
力
を
あ
わ
せ
て
、
よ

う
が
ん
を
く
い
と
め
よ
う
と
し
ま
し
た
。
テ
ィ
ラ
ノ
サ
ウ
ル
ス
の

力
だ
け
で
は
た
り
な
い
と
思
っ
て
い
た
け
ど
、
み
ん
な
の
力
を
あ

わ
せ
た
ら
、
た
す
か
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
よ
か
っ
た
な
と
思

っ
て
い
た
ら
、
ト
ロ
ン
の
お
母
さ
ん
が
あ
ら
わ
れ
ま
し
た
。
し
ん

だ
と
思
っ
て
い
た
お
母
さ
ん
が
生
き
て
い
た
の
で
す
。
び
っ
く
り

し
て
、
う
れ
し
く
て
な
み
だ
が
出
て
き
ま
し
た
。
し
あ
わ
せ
の
な

み
だ
が
出
ま
し
た
。 

 

こ
の
お
話
で
わ
か
っ
た
こ
と
が
二
つ
あ
り
ま
す
。 

 

一
つ
目
は
、
か
ぞ
く
は
大
じ
と
い
う
こ
と
で
す
。
ぼ
く
は
、
か

ぞ
く
と
け
ん
か
を
し
た
り
、
お
こ
っ
た
り
し
た
時
、
な
い
て
一
人

の
へ
や
に
行
き
ま
す
。
で
も
少
し
た
つ
と
、
さ
び
し
く
な
っ
て
き

て
み
ん
な
の
と
こ
ろ
へ
も
ど
り
ま
す
。
ト
ロ
ン
の
お
母
さ
ん
が
、

「
こ
れ
か
ら
は
、
ず
っ
と
い
っ
し
ょ
よ
。
あ
な
た
を
ず
っ
と
あ
い

し
て
る
。」 

と
言
っ
た
よ
う
に
、か
ぞ
く
は
や
っ
ぱ
り
い
っ
し
ょ
が
い
い
で
す
。 

 

二
つ
目
は
、
み
ん
な
ち
が
う
か
ら
み
ん
な
す
て
き
と
い
う
こ
と

で
す
。
き
ょ
う
り
ゅ
う
た
ち
は
、
み
ん
な
じ
ぶ
ん
に
し
か
な
い
と

こ
ろ
を
も
っ
て
い
ま
す
。だ
か
ら
み
ん
な
す
て
き
で
す
。ぼ
く
も
、
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小
学
校
三
年
生
の
部 
ぼ
く
の
い
い
と
こ
ろ
や
み
ん
な
の
い
い
と
こ
ろ
を
大
せ
つ
に
し
た

い
で
す
。 

 

ト
ロ
ン
の
お
父
さ
ん
が
ず
っ
と
言
っ
て
い
た
よ
う
に
、
ぼ
く
も

力
で
は
な
く
、心
の
つ
よ
い
人
に
な
り
ま
す
。心
が
つ
よ
い
人
は
、

や
さ
し
く
て
、
み
ん
な
も
じ
ぶ
ん
も
大
せ
つ
に
で
き
る
と
思
い
ま

す
。 

         

  

    

金 

賞 

 
 

「お
昼
の
放
送
の
時
間
で
す
」を
読
ん
で 

飫
肥
小
学
校 

川
越 

葵
生 

  

私
は
、「
お
昼
の
放
送
の
時
間
で
す
」
と
い
う
本
を
読
み
ま
し

た
。
こ
の
本
を
読
ん
で
み
よ
う
と
思
っ
た
の
は
、
本
の
表
紙
を
見

た
と
き
に
、
面
白
そ
う
な
本
だ
と
感
じ
た
か
ら
で
す
。
ま
た
、
本

【講 

評
】 

出
会
っ
た
本
を
通
し
て
、
感
じ
た
こ
と
や
気
づ
い
た
こ
と
等
を
素

直
に
文
章
で
表
現
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
自
分
の
経
験
を
通
し
て
考

え
を
ま
と
め
た
り
、
今
後
の
自
分
の
成
長
を
見
つ
め
直
し
た
り
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 
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の
題
名
を
見
て
、
学
校
の
お
昼
の
放
送
は
ど
の
よ
う
に
や
っ
て
い

る
か
を
知
り
た
く
な
り
ま
し
た
。 

 

本
の
内
容
は
、
四
年
生
に
な
っ
た
か
え
で
さ
ん
が
、
な
り
た
か

っ
た
放
送
委
員
に
え
ら
ば
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
ま
す
。お
昼

休
み
に
音
楽
を
流
し
た
り
、
本
の
朗
読
し
た
り
、
時
に
は
ク
イ
ズ

な
ど
、
楽
し
い
番
組
を
作
っ
て
い
ま
す
。
期
待
に
む
ね
を
ふ
く
ら

ま
せ
て
委
員
に
な
っ
た
か
え
で
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
番
組
を
担
当

す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
が
、
こ
う
へ
い
く
ん
で
す
。
せ
の
高
い
か

え
で
さ
ん
と
正
反
対
の
、
ち
び
で
、
お
し
ゃ
べ
り
で
、
お
っ
ち
ょ

こ
ち
ょ
い
の
こ
う
へ
い
く
ん
。お
ま
け
に
担
当
の
曜
日
を
金
曜
日

に
勝
手
に
き
め
て
し
ま
う
ほ
ど
の
ジ
コ
チ
ュ
ウ
。
せ
っ
か
く
か
え

で
さ
ん
が
計
画
し
た
星
う
ら
な
い
の
番
組
を
ま
ぜ
っ
か
え
し
た
か

と
思
う
と
、
お
か
し
な
ク
イ
ズ
を
出
し
て
か
え
で
さ
ん
を
あ
き
れ

さ
せ
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
放
送
を
聞
く
子
ど
も
た
ち
に
は
、
二
人

の
か
け
合
い
が
好
評
で
、
先
生
か
ら
は
ま
る
で
「
夫
婦
漫
才
」
の

よ
う
だ
と
感
心
さ
れ
る
始
末
。か
え
で
さ
ん
は
い
よ
い
よ
落
ち
込

み
ま
す
。
そ
ん
な
二
人
の
楽
し
い
お
話
で
す
。 

 

一
番
心
に
残
っ
た
場
面
は
、
か
え
で
さ
ん
と
こ
う
へ
い
く
ん
が

仲
良
く
な
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
仲
良
く
な
っ
た
理
由
は
、
か
え
で

さ
ん
が
こ
う
へ
い
く
ん
の
家
に
夕
御
飯
を
食
べ
に
行
っ
た
時
の
こ

と
。
か
え
で
さ
ん
が
こ
う
へ
い
く
ん
と
調
理
員
さ
ん
が
話
し
て
い

た
こ
と
を
ほ
め
ま
し
た
。
よ
く
話
を
聞
く
と
、
そ
の
調
理
員
さ
ん

は
、な
ん
と
こ
う
へ
い
く
ん
の
本
当
の
お
母
さ
ん
だ
っ
た
の
で
す
。

こ
う
へ
い
く
ん
の
お
父
さ
ん
と
お
母
さ
ん
は
り
こ
ん
し
て
い
て
、

こ
う
へ
い
く
ん
は
お
母
さ
ん
と
別
々
に
く
ら
し
て
い
ま
し
た
。 

お
母
さ
ん
は
弟
を
病
院
に
つ
れ
て
い
く
た
め
に
毎
週
水
曜
日
に
は

調
理
員
の
仕
事
を
お
休
み
し
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
水
曜
日
だ
と
こ

う
へ
い
く
ん
の
放
送
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
、
こ

う
へ
い
く
ん
は
自
分
の
放
送
を
聞
い
て
も
ら
う
た
め
に
、
ど
う
し

て
も
金
曜
日
の
当
番
に
な
り
た
か
っ
た
の
で
す
。 
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私
は
、
さ
い
し
ょ
、
二
人
が
ず
っ
と
仲
が
悪
い
ま
ま
だ
っ
た
ら

ど
う
し
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
で
も
、
二
人
が
お
た
が
い
の

気
持
ち
を
分
か
り
合
う
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

私
だ
っ
た
ら
あ
ま
り
仲
良
く
な
れ
な
い
か
も
し
れ
な
い
と
思
い
ま

す
が
、
せ
っ
き
ょ
く
て
き
に
話
し
た
り
遊
ん
だ
り
し
て
気
持
ち
が

分
か
る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。 

 

私
は
こ
の
話
を
読
ん
で
、
な
り
た
か
っ
た
図
書
委
員
の
仕
事
を

も
っ
と
や
り
た
く
な
っ
た
し
、
放
送
委
員
の
仕
事
も
や
っ
て
み
た

く
な
り
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
お
昼
の
放
送
で
す
。
そ
し
て
こ
れ

か
ら
も
本
と
の
出
会
い
を
大
切
に
し
て
、読
ん
だ
こ
と
の
あ
る
本

も
何
回
も
く
り
返
し
読
ん
で
い
き
た
い
で
す
。
そ
し
て
、
新
し
い

発
見
や
あ
ら
た
め
て
分
か
っ
た
こ
と
を
大
切
に
し
、
こ
れ
か
ら
も

い
っ
ぱ
い
本
を
読
ん
だ
り
、
何
回
も
読
み
か
え
し
た
り
し
て
い
き

た
い
で
す
。 

 
銀 

賞 

 
 
 

い
の
ち
を
す
く
っ
た
外
交
か
ん 

吾
田
小
学
校 

井
上 

暖
仁 

  

ぼ
く
は
す
ぎ
原
ち
う
ね
さ
ん
を
新
聞
を
読
ん
で
知
り
ま
し
た
。

む
か
し
せ
ん
そ
う
が
あ
っ
た
と
き
に
、
リ
ト
ア
ニ
ア
と
い
う
国
で

大
ぜ
い
の
人
の
い
の
ち
を
す
く
っ
た
と
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。 

 

す
ぎ
原
さ
ん
が
ど
う
い
う
人
で
、
ど
う
や
っ
て
外
国
の
人
を
す

く
っ
た
の
か
を
知
り
た
く
て
こ
の
本
を
読
み
ま
し
た
。 

 

本
の
題
名
は
「
す
ぎ
原
ち
う
ね
と
い
の
ち
の
ビ
ザ
」
で
す
。
ビ

ザ
と
は
入
国
き
ょ
か
し
ょ
う
と
い
っ
て
、
ビ
ザ
が
な
い
と
外
国
に

行
っ
た
と
き
に
そ
の
国
に
入
る
こ
と
が
で
き
な
い
そ
う
で
す
。 

 

す
ぎ
原
さ
ん
の
仕
事
は
外
交
か
ん
で
す
。外
交
か
ん
と
は
外
国

に
住
ん
で
そ
の
国
と
日
本
が
な
か
よ
く
で
き
る
よ
う
に
し
た
り
、
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話
し
合
い
を
し
た
り
、
そ
の
国
に
住
ん
で
い
る
日
本
人
が
こ
ま
っ

た
と
き
に
た
す
け
た
り
す
る
の
が
仕
事
で
、ビ
ザ
を
出
す
の
も
外

交
か
ん
の
仕
事
で
す
。 

 

あ
る
日
、
す
ぎ
原
さ
ん
の
と
こ
ろ
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
い
う
国
か

ら
た
く
さ
ん
の
ユ
ダ
ヤ
人
が
や
っ
て
き
て
、
日
本
に
行
く
た
め
の

ビ
ザ
を
出
し
て
ほ
し
い
と
た
の
み
ま
し
た
。
そ
の
理
由
は
、
せ
ん

そ
う
が
始
ま
っ
て
い
て
ド
イ
ツ
と
い
う
国
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
せ
め

て
き
た
か
ら
で
す
。
ド
イ
ツ
の
へ
い
た
い
は
ユ
ダ
ヤ
人
の
人
た
ち

を
つ
か
ま
え
て
こ
ろ
し
た
り
し
た
そ
う
で
す
。ぼ
く
は
ユ
ダ
ヤ
人

が
か
わ
い
そ
う
で
、
ど
う
な
る
か
心
ぱ
い
で
し
た
。 

 

で
も
、
す
ぎ
原
さ
ん
は
、 

「
せ
い
ふ
に
そ
む
く
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
な
に
も
し

な
け
れ
ば
わ
た
し
は
か
み
に
そ
む
く
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
か
ら
こ

の
人
た
ち
を
た
す
け
る
。」 

と
言
っ
て
、
ビ
ザ
を
出
す
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。 

 

ぼ
く
は
自
分
が
す
ぎ
原
さ
ん
だ
っ
た
ら
ど
う
す
る
の
か
を
考
え

て
み
ま
し
た
。
ぼ
く
だ
っ
た
ら
ビ
ザ
を
出
し
て
い
な
い
と
思
い
ま

す
。
な
ぜ
な
ら
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
人
た
ち
は
か
わ
い
そ
う
だ
け
ど
、

日
本
せ
い
ふ
の
命
れ
い
に
は
さ
か
ら
え
な
い
し
、
自
分
た
ち
も
ど

う
な
る
の
か
分
か
ら
な
い
か
ら
で
す
。 

 

そ
れ
か
ら
一
か
月
間
、
朝
早
く
か
ら
夜
お
そ
く
ま
で
、
休
む
こ

と
な
く
ビ
ザ
を
書
き
つ
づ
け
ま
し
た
。 

 

ぼ
く
が
す
ご
い
と
思
っ
た
こ
と
は
、
つ
か
れ
て
ビ
ザ
を
書
き
た

く
な
い
と
言
っ
た
す
ぎ
原
さ
ん
に
、
お
く
さ
ん
が
、 

「
ま
だ
た
く
さ
ん
の
人
が
ま
っ
て
い
ま
す
。
も
う
少
し
が
ん
ば
っ

て
ビ
ザ
を
出
し
ま
し
ょ
う
。そ
し
て
で
き
る
だ
け
お
お
ぜ
い
の
人

を
た
す
け
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。」 

と
言
っ
た
こ
と
で
す
。
す
ぎ
原
さ
ん
の
仕
事
を
家
ぞ
く
み
ん
な
で

お
う
え
ん
し
て
、
た
く
さ
ん
の
人
の
命
を
す
く
っ
た
こ
と
に
と
て

も
感
動
し
ま
し
た
。 
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こ
の
本
を
読
ん
で
、
少
し
だ
け
ど
せ
ん
そ
う
の
こ
と
を
知
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
今
で
も
せ
か
い
の
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
で
せ
ん

そ
う
が
お
こ
っ
て
い
ま
す
。 

 

み
ん
な
が
す
ぎ
原
さ
ん
の
よ
う
に
命
を
大
切
に
す
る
気
持
ち
を

持
て
ば
、
あ
ら
そ
い
が
な
く
な
る
と
思
い
ま
す
。 

 

そ
し
て
、
二
度
と
せ
ん
そ
う
が
お
こ
ら
な
い
平
和
な
せ
か
い
に

な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。 

       

銅 

賞 

 
 

 

「
青
い
空
が
つ
な
が
っ
た
」を
読
ん
で 

榎
原
小
学
校 

星
野 

楓
花 

  

こ
の
お
話
は
、
東
日
本
大
し
ん
さ
い
の
二
カ
月
後
に
、
宮
城
県

か
ら
広
島
に
ひ
っ
こ
し
て
き
た
、
麻
美

ま

み

ち
ゃ
ん
の
物
語
で
す
。
麻

美
ち
ゃ
ん
が
犬
を
ひ
ろ
っ
た
り
、
犬
の
か
い
ぬ
し
に
会
っ
た
り
、

親
友
の
亜
衣

あ

い

ち
ゃ
ん
が
遊
び
に
来
て
く
れ
た
り
し
ま
し
た
。 

 

さ
い
し
ょ
に
、麻
美
ち
ゃ
ん
が
犬
を
ひ
ろ
っ
た
と
こ
ろ
が
印
象

に
の
こ
り
ま
し
た
。
そ
の
犬
の
名
前
は
チ
ョ
コ
で
す
。
な
ぜ
印
象

に
の
こ
っ
た
か
と
言
う
と
、
チ
ョ
コ
が
お
び
え
て
い
た
の
を
た
す

け
て
あ
げ
て
い
て
や
さ
し
い
な
と
、
思
っ
た
か
ら
で
す
。
そ
の
と

き
、
チ
ョ
コ
は
う
れ
し
か
っ
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

わ
た
し
が
一
番
心
に
の
こ
っ
た
こ
と
は
、
親
友
の
亜
衣
ち
ゃ
ん
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が
帰
る
と
き
に
チ
ョ
コ
を
も
ら
っ
て
く
れ
た
こ
と
で
す
。な
ぜ
心

に
の
こ
っ
た
か
と
い
う
と
、
じ
つ
は
、
麻
美
ち
ゃ
ん
の
マ
ン
シ
ョ

ン
で
は
、
動
物
を
か
っ
た
ら
だ
め
な
ん
で
す
。
で
も
、
大
家
さ
ん

に
見
つ
か
ら
な
い
よ
う
に
こ
っ
そ
り
か
っ
て
い
ま
し
た
。だ
か
ら
、

見
つ
か
る
前
に
か
わ
り
に
か
っ
て
く
れ
る
人
を
さ
が
し
て
い
た
ん

で
す
。
そ
し
て
、
や
っ
と
も
ら
っ
て
く
れ
る
人
が
い
ま
し
た
。
そ

れ
が
亜
衣
ち
ゃ
ん
で
す
。
そ
の
と
き
麻
美
ち
ゃ
ん
は
、
チ
ョ
コ
と

わ
か
れ
る
の
は
少
し
さ
び
し
い
け
ど
も
ら
っ
て
く
れ
て
よ
か
っ
た

と
思
っ
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

わ
た
し
は
気
づ
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
犬
と
人
間

の
ち
が
い
で
す
。「
人
間
か
ら
食
べ
物
を
も
ら
っ
て
も
そ
れ
い
じ

ょ
う
は
い
ら
な
い
。
家
だ
っ
て
、
寝
る
と
こ
ろ
さ
え
あ
れ
ば
文
句

は
言
わ
な
い
。
だ
け
ど
、
人
間
の
中
に
は
食
べ
物
や
大
き
な
家
が

あ
っ
て
も
、も
っ
と
た
く
さ
ん
ほ
し
い
と
、よ
く
ば
る
人
も
い
る
。

大
人
た
ち
の
中
に
は
そ
の
た
め
に
あ
ら
そ
い
を
は
じ
め
る
者
も
い

る
」
と
い
う
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。 

 

「
青
い
空
が
つ
な
が
っ
た
」
を
書
か
れ
た
毛
利
ま
さ
み
ち
さ
ん

は
、
青
い
空
は
つ
な
が
っ
て
い
る
、
だ
か
ら
、
世
界
の
人
々
も
つ

な
が
っ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
を
つ
た
え
た
い
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。 

 

わ
た
し
は
、
こ
の
物
語
を
読
ん
で
じ
し
ん
や
せ
ん
そ
う
が
お
き

た
と
き
に
た
く
さ
ん
の
人
が
く
る
し
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。
あ
と
、
犬
や
ね
こ
な
ど
の
か
い
ぬ
し
は
き
ち
ん
と
さ
い
ご

ま
で
か
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。 

 

『
青
い
空
が
つ
な
が
っ
た
』
を
読
む
前
は
、
な
ん
で
ひ
ょ
う
し

に
犬
が
い
る
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。で
も
読
ん
で
見
る
と
、

と
て
も
お
も
し
ろ
か
っ
た
で
す
。
も
う
、
じ
し
ん
も
せ
ん
そ
う
も

ミ
サ
イ
ル
も
げ
ん
し
ば
く
だ
ん
も
つ
な
み
も
こ
ん
な
も
の
ぜ
ん
ぶ

な
け
れ
ば
い
い
の
に
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
、
世
界
中
の
み
ん

な
が
な
か
よ
く
し
て
ほ
し
い
で
す
。
わ
た
し
は
、
こ
れ
か
ら
人
の
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小
学
校
四
年
生
の
部 
気
も
ち
を
考
え
て
、
思
い
や
り
の
あ
る
人
に
な
っ
て
、
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
を
し
て
い
き
た
い
で
す
。
世
界
は
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

人
々
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
わ
た
し
は
、
心
も
つ
な
が
っ
て
い

る
と
思
い
ま
す
。 

           

  

     

金 

賞 

 
 

つ
ら
い
人
の
立
場
に
な
っ
て 

吾
田
小
学
校 

阿
部 

凜
里
亜 

  

こ
の
本
に
は
、
わ
た
し
の
日
常
で
は
聞
き
な
れ
な
い
言
葉
が
た

く
さ
ん
出
て
き
ま
し
た
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
、
ア

ジ
ア
に
は
ど
ん
な
国
が
あ
る
の
か
、
難
民
と
は
何
か
な
ど
、
お
母

【講 

評
】 

ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
話
か
ら
自
分
の
行
動
や
考
え
を
見
つ
め
直

し
た
り
深
め
た
り
し
た
こ
と
を
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
わ

か
ら
な
い
点
は
た
ず
ね
た
り
調
べ
た
り
し
て
い
る
こ
と
も
よ
い
と
思

い
ま
す
。 
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さ
ん
と
調
べ
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
た
。 

 
ア
ジ
ア
は
世
界
で
最
も
大
き
な
州
で
、世
界
の
人
口
の
約
六
十

パ
ー
セ
ン
ト
の
人
が
住
ん
で
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

そ
の
中
で
国
は
ち
が
っ
て
い
て
も
、
ア
ジ
ア
の
人
は
か
み
の
毛
の

色
や
外
見
が
に
て
い
る
と
い
う
特
ち
ょ
う
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
難
民
と
は
、
災
害
や
戦
争
な
ど
が
起
き
た
場

所
か
ら
、
国
外
に
の
が
れ
た
人
々
の
こ
と
だ
と
知
り
ま
し
た
。 

 

小
学
校
四
年
生
の
あ
い
り
の
家
の
と
な
り
に
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
か

ら
五
人
家
族
が
引
っ
こ
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
中
に
、
あ
い
り
と

同
じ
年
の
ナ
ー
ミ
ン
と
い
う
女
の
子
が
い
ま
し
た
。
ナ
ー
ミ
ン
は

あ
い
り
と
同
じ
ク
ラ
ス
に
な
り
ま
し
た
。
ナ
ー
ミ
ン
は
日
本
語
が

分
か
ら
な
い
し
、
は
し
も
使
え
な
い
と
い
う
文
化
や
生
活
の
ち
が

い
を
た
く
さ
ん
持
っ
て
い
ま
し
た
。
言
葉
も
分
か
ら
な
い
ナ
ー
ミ

ン
は
、
日
本
に
来
て
、
と
て
も
不
安
で
こ
わ
か
っ
た
だ
ろ
う
と
思

い
ま
す
。
ナ
ー
ミ
ン
の
よ
う
な
立
場
に
な
る
こ
と
は
、
私
に
と
っ

て
は
想
像
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
く
ら
い
の
こ
と
だ
と
思
い
ま
し

た
。 

 

そ
ん
な
ナ
ー
ミ
ン
に
意
地
悪
す
る
男
の
子
も
い
ま
し
た
。
む
り

な
こ
と
を
注
文
し
た
り
難
民
キ
ャ
ン
プ
の
子
は
一
食
し
か
食
べ
な

い
と
か
ら
か
っ
た
り
し
ま
し
た
。
そ
れ
を
許
す
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
あ
い
り
は
、
男
の
子
に
立
ち
向
か
い
、
ナ
ー
ミ
ン
を
か
ば
い

ま
し
た
。
私
は
、（
私
も
、
あ
い
り
の
よ
う
に
、
ナ
ー
ミ
ン
の
よ

う
な
子
が
い
た
ら
守
っ
て
あ
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。）
と
考
え
ま

し
た
。 

 

こ
ん
な
強
い
気
持
ち
を
持
っ
た
あ
い
り
の
や
さ
し
さ
で
、ナ
ー

ミ
ン
と
の
き
ょ
り
も
ち
ぢ
ま
り
、
二
人
は
友
だ
ち
に
な
っ
て
い
き

ま
し
た
。
ク
ラ
ス
の
男
の
子
も
か
ら
か
う
こ
と
が
な
く
な
り
ま
し

た
。
そ
し
て
、
み
ん
な
で
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
文
化
を
知
り
、
ダ
ン
ス

を
お
ど
っ
て
、
心
が
一
つ
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
私
は
、
よ
か

っ
た
な
、
す
ご
い
な
と
思
い
ま
し
た
。 
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国
や
文
化
、
言
葉
が
ち
が
っ
て
い
て
も
、
お
た
が
い
に
思
い
や

り
の
心
が
あ
れ
ば
、友
だ
ち
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
ん
だ
な
と
思

い
ま
し
た
。
私
も
、
こ
れ
か
ら
困
っ
て
い
る
人
が
い
た
ら
、
や
さ

し
く
手
を
さ
し
の
べ
ら
れ
る
人
に
な
り
た
い
、そ
れ
が
で
き
る
強

い
人
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。 

 

日
本
で
も
、
地
し
ん
や
津
波
で
家
や
家
族
を
失
い
、
引
っ
こ
し

し
た
り
仮
設
住
宅
に
住
ん
だ
り
し
て
い
る
人
が
い
る
と
い
う
ニ
ュ

ー
ス
を
見
ま
す
。
そ
う
い
う
人
た
ち
が
ど
う
い
う
気
持
ち
で
い
る

の
か
、
私
は
し
っ
か
り
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
し

た
。
そ
し
て
、
お
た
が
い
に
困
っ
て
い
る
人
を
助
け
た
い
、
力
に

な
り
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
、が
ん
ば
れ
る
力
に
な
る
ん
だ
と
思

い
ま
し
た
。 

 

私
も
、
こ
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
周
り
に
い
る
人
た
ち
に
関
心

を
持
ち
、
家
族
や
友
だ
ち
と
し
っ
か
り
生
き
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
し
た
。 

銀 

賞 

 
 

命
を
つ
な
ぐ
ひ
ま
わ
り 

 
 

 
 

 
 

 
 

吾
田
小
学
校 

島
中 

瞬
空 

 

地
し
ん
は
、
い
つ
起
き
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
今
、
地
し
ん
が

起
き
て
、
住
ん
で
い
る
所
が
ど
う
な
る
の
か
、
私
や
家
族
が
ど
う

な
る
の
か
、
考
え
て
も
想
像
が
つ
き
ま
せ
ん
。
地
し
ん
が
来
た
時

に
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
、
ど
こ
に
ひ
な
ん
す
れ
ば
い
い
の
か
を

家
族
で
、
し
っ
か
り
と
話
し
合
っ
て
決
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
当
然
の
こ
と
だ
け
ど
、
こ
の
本
を
読
ん
で
、
私
は
も
う

一
回
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

阪
神
淡
路
大
震
災
で
は
、
六
千
四
百
人
を
こ
え
る
人
た
ち
が
な

く
な
っ
た
そ
う
で
す
。
起
き
た
時
間
は
午
前
五
時
四
十
六
分
ご
ろ

で
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
、
ま
だ
ね
む
っ
て
い
る
時
間
で
し
た
。
大
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き
く
ゆ
れ
た
地
し
ん
と
暗
さ
で
、
大
き
な
パ
ニ
ッ
ク
に
な
っ
た
よ

う
で
す
。 

あ
る
家
族
は
、こ
の
地
し
ん
で
大
き
な
悲
し
み
を
受
け
ま
し
た
。

お
母
さ
ん
と
ね
む
っ
て
い
た
は
る
か
ち
ゃ
ん
は
、
こ
わ
れ
た
家
の

下
じ
き
に
な
っ
て
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
い
つ
も
は
、
お

母
さ
ん
が
ね
む
る
場
所
に
は
る
か
ち
ゃ
ん
が
い
た
の
で
、生
き
残

っ
た
お
母
さ
ん
は
、
場
所
を
変
わ
っ
た
こ
と
を
く
や
み
、
心
の
病

気
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
お
父
さ
ん
も
、
悲
し
さ
を
忘
れ
よ

う
と
お
酒
に
た
よ
り
す
ぎ
、
入
院
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
二
人
を

支
え
て
元
気
づ
け
よ
う
と
し
て
い
た
お
姉
ち
ゃ
ん
の
い
つ
か
さ
ん

も
、
が
ん
ば
り
す
ぎ
て
病
院
に
行
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

私
は
、
読
ん
で
い
て
つ
ら
く
な
り
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
地
し

ん
の
本
当
の
お
そ
ろ
し
さ
は
分
か
ら
な
い
し
、
か
わ
い
そ
う
だ
と

い
う
こ
と
し
か
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
だ
か
ら
、
私
は
ど
ん

な
こ
と
を
し
て
い
け
ば
い
い
の
か
を
考
え
ま
し
た
。 

そ
ん
な
時
、
私
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
ト
ラ
ッ
ク
の
運
転
手
を
し
て
い
て
、

阪
神
淡
路
大
震
災
が
起
き
た
後
、
そ
の
場
所
を
見
た
そ
う
で
す
。

お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
話
し
て
く
れ
た
だ
け
で
、
私
は
こ
わ
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。 

建
物
や
家
が
多
く
つ
ぶ
れ
て
い
て
、
ま
る
で
戦
争
が
終
わ
っ
た

後
の
町
の
様
子
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
の
中
で
町
の
人
々
は
、
へ

と
へ
と
に
つ
か
れ
き
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
そ
れ
で
も
、
自
分
た

ち
の
家
族
の
た
め
に
生
活
を
取
り
も
ど
そ
う
と
、
一
生
け
ん
命
が

ん
ば
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。 

は
る
か
ち
ゃ
ん
が
な
く
な
っ
た
後
の
空
き
地
に
、
ひ
ま
わ
り
が

さ
き
ま
し
た
。
そ
の
ひ
ま
わ
り
の
種
が
で
き
、
多
く
の
人
の
手
に

よ
っ
て
伝
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。
み
ん
な
、
こ
の
悲
し
み
や
つ
ら

さ
を
忘
れ
ず
、
そ
れ
で
も
明
る
く
生
き
て
い
こ
う
と
い
う
気
持
ち

に
な
っ
た
ん
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。
は
る
か
ち
ゃ
ん
の
ひ
ま
わ
り
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が
、
た
く
さ
ん
の
人
を
元
気
に
し
て
、
勇
気
づ
け
て
い
っ
た
の
だ

と
思
い
ま
し
た
。
み
ん
な
の
命
を
つ
な
い
で
い
っ
た
の
だ
と
思
い

ま
し
た
。 

私
も
、
こ
の
ひ
ま
わ
り
を
咲
か
せ
て
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

こ
の
種
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、
わ
た
し
も
咲
い
て
い

る
ひ
ま
わ
り
を
見
た
ら
、
こ
の
本
の
こ
と
を
思
い
出
し
、
命
の
大

切
さ
を
思
い
出
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 
 

      

  
銅 

賞 

 
 

「耳
の
聞
こ
え
な
い
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
ガ
ー 

ウ
ィ
リ
ア
ム 

ホ
イ
」
を
読
ん
で 

 
 

 
 

 
 

 
 

吾
田
小
学
校 

萩
本 

萌
珈 

  

こ
の
本
は
耳
の
聞
こ
え
な
い
ウ
ィ
リ
ア
ム
が
野
球
選
手
に
な
り
、

今
で
も
野
球
の
試
合
で
使
わ
れ
て
い
る
、
し
ん
ぱ
ん
の
ジ
ェ
ス
チ

ャ
ー
や
ピ
ッ
チ
ャ
ー
の
サ
イ
ン
、
選
手
の
サ
イ
ン
プ
レ
ー
な
ど
を

考
え
た
と
い
う
本
で
す
。 

 

こ
の
本
を
読
ん
で
、
心
に
残
っ
た
こ
と
が
二
つ
あ
り
ま
す
。
一

つ
目
は
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
が
ろ
う
学
校
に
行
き
、
学
校
代
表
の
野
球

選
手
に
な
る
た
め
に
、
が
ん
ば
っ
て
練
習
を
し
て
い
た
の
に
背
が

小
さ
す
ぎ
る
と
言
わ
れ
野
球
選
手
に
選
ば
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

れ
で
も
、
が
ん
ば
っ
て
毎
日
野
球
の
練
習
を
し
て
い
た
こ
と
で
す
。
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耳
が
聞
こ
え
な
く
て
も
あ
き
ら
め
ず
に
自
分
の
夢
を
追
い
か
け
て

い
る
ウ
ィ
リ
ア
ム
の
よ
う
に
、
あ
き
ら
め
ず
に
何
事
も
が
ん
ば
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。 

 

二
つ
目
は
、
ピ
ッ
チ
ャ
ー
や
観
客
に
笑
わ
れ
て
も
泣
き
た
い
の

を
こ
ら
え
て
、
バ
ッ
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
を
後
に
し
、
書
く
と
い
う
こ

と
を
思
い
つ
き
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
な
ど
を
考
え
た
こ
と
で
す
。 

 

ウ
ィ
リ
ア
ム
は
と
て
も
強
い
な
と
思
い
ま
し
た
。
ま
た
、
耳
が

聞
こ
え
な
い
こ
と
に
対
し
て
嫌
だ
と
思
う
こ
と
が
な
く
、
周
り
の

人
に
も
怒
ら
ず
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
な
ど
を
考
え
て
野
球
が
行
い
や
す

い
よ
う
に
工
夫
し
て
い
た
の
で
え
ら
い
な
と
思
い
ま
し
た
。 

 

私
の
お
母
さ
ん
は
障
害
者
の
い
る
病
院
で
働
い
て
い
ま
す
。
お

母
さ
ん
に
ど
ん
な
人
が
い
る
の
か
聞
い
て
み
ま
し
た
。目
の
不
自

由
な
人
、
言
葉
が
話
せ
な
い
人
い
ろ
ん
な
人
が
い
る
こ
と
を
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。
み
ん
な
、
自
分
の
出
来
な
い
所
を
自
分
な
り
に

工
夫
し
て
生
活
し
て
い
る
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。お
母
さ
ん
の
話

を
聞
い
て
お
ど
ろ
き
ま
し
た
。 

 
 

 

 

も
し
、
近
く
に
ウ
ィ
リ
ア
ム
み
た
い
な
人
が
い
て
、
そ
の
人
が

困
っ
て
い
た
ら
そ
の
人
の
助
け
に
な
り
た
い
と
感
じ
ま
し
た
。 

 

こ
れ
か
ら
は
、
何
事
も
あ
き
ら
め
ず
に
が
ん
ば
っ
て
取
り
組
ん

で
い
こ
う
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。自
転
車
に
乗
れ
な
い
の
で
自
転

車
に
乗
る
練
習
、
こ
れ
か
ら
あ
る
運
動
会
の
か
け
っ
こ
の
練
習
な

ど
ウ
ィ
リ
ア
ム
み
た
い
に
あ
き
ら
め
ず
に
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
障
害
を
持
っ
た
人
に
や
さ
し
く
せ
っ
す
る

こ
と
が
で
き
、
こ
ま
っ
て
い
る
人
が
い
れ
ば
優
し
く
接
し
、
助
け

ら
れ
る
こ
と
は
進
ん
で
助
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 
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小
学
校
五
年
生
の
部 

  

     

金 

賞 

 
 

 

「
海
を
わ
た
っ
た
折
り
づ
る
」を
読
ん
で 

吾
田
東
小
学
校 

山
村 
玲
未 

  

こ
の
本
を
手
に
し
た
時
、
題
名
か
ら
私
の
好
き
な
旅
行
を
し
た

つ
る
な
の
だ
ろ
う
と
ワ
ク
ワ
ク
ド
キ
ド
キ
、
き
ょ
う
味
し
ん
し
ん

に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
読
み
進
め
て
行
く
と
、
む
ね
の
お
く

が
ジ
ー
ン
と
熱
く
な
る
も
の
で
し
た
。 

 

原
子
ば
く
だ
ん
に
よ
る
血
液
の
ガ
ン
に
な
っ
た
サ
ダ
コ
ち
ゃ
ん

が
、「
つ
る
を
千
羽
折
る
と
願
い
事
が
か
な
う
」
と
信
じ
て
、
折

っ
た
小
さ
な
赤
い
折
り
づ
る
。
死
に
た
く
な
い
、
生
き
て
い
た
い

と
い
う
思
い
で
折
っ
た
も
の
が
、
兄
さ
ん
に
だ
か
れ
て
海
を
わ
た

っ
た
話
で
し
た
。 

 

副
作
用
で
苦
し
い
思
い
を
し
て
い
る
サ
ダ
コ
ち
ゃ
ん
は
、
決
し

て
な
み
だ
を
見
せ
る
こ
と
も
、
弱
音
を
は
く
こ
と
も
な
か
っ
た
の

で
す
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、 

「
母
ち
ゃ
ん
、
サ
ダ
コ
も
死
ん
だ
ら
星
に
な
る
ん
や
か
ら
ね
。」 

と
、
な
み
だ
を
う
か
べ
て
い
る
、
お
母
ち
ゃ
ん
を
な
ぐ
さ
め
る
サ

ダ
コ
ち
ゃ
ん
は
、
と
て
も
や
さ
し
い
、
思
い
や
り
に
あ
ふ
れ
た
す

て
き
な
女
の
子
で
し
た
。 

 

だ
か
ら
こ
そ
、
お
兄
さ
ん
も
サ
ダ
コ
ち
ゃ
ん
の
、「
ひ
ば
く
の

苦
し
み
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
同
時
多
発
テ
ロ
の
苦
し
み
は
同
じ
、二

【講 
評
】 

 

身
近
に
あ
る
問
題
や
、
命
の
大
切
さ
な
ど
を
テ
ー
マ
に
、
自
分
の

考
え
を
述
べ
る
こ
と
が
出
来
て
い
る
感
想
文
で
あ
っ
た
。
読
書
を
通

し
て
自
分
を
見
つ
め
な
お
す
こ
と
が
で
き
て
お
り
、
自
分
を
成
長
さ

せ
る
き
っ
か
け
と
な
る
読
書
が
で
き
て
い
る
と
感
じ
た
。 
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度
と
こ
の
よ
う
な
苦
し
み
が
起
き
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
し
て
、

ほ
し
い
」
と
伝
え
る
た
め
に
ア
メ
リ
カ
に
折
り
づ
る
を
持
っ
て
わ

た
っ
た
の
で
す
。 

 

サ
ダ
コ
ち
ゃ
ん
の
や
さ
し
い
、思
い
や
り
の
心
が
周
り
に
も
伝

わ
っ
て
い
て
、
同
級
生
み
ん
な
が
、
入
院
で
さ
び
し
い
思
い
を
し

な
い
よ
う
に
、
元
気
づ
け
る
方
法
を
考
え
た
り
、
亡
く
な
っ
た
次

の
日
に
は
、
子
ど
も
た
ち
が
、
日
本
中
で
ぼ
金
活
動
を
始
め
た
り

し
て
人
を
は
げ
ま
し
、
勇
気
づ
け
る
輪
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
本
を
読
ん
で
学
ん
だ
こ
と
は
、
命
は
、
本
当
に
大
事
な
ん

だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
ひ
と
つ
し
か
な
い
、
か
け
が
え
の
な
い
も

の
な
の
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。 

 

き
っ
と
、
こ
の
本
を
書
か
れ
た
、 

「
石
倉
き
ん
二 じ

」
さ
ん
が
、
一
番
伝
え
た
か
っ
た
こ
と
、「
戦
争

の
大
き
な
悲
げ
き
を
思
っ
て
な
み
だ
を
流
す
人
も
い
ま
す
。東
洋

の
人
も
、
西
洋
の
人
も
、
思
い
は
同
じ
で
す
。
言
葉
の
か
べ
は
あ

り
ま
せ
ん
。
み
ん
な
、
い
の
ち
の
大
切
さ
を
知
っ
て
い
る
の
で
す

か
ら
。」
命
に
国
境
は
な
い
、
言
葉
の
か
べ
も
な
い
、
全
世
界
の

人
の
命
は
、平
等
に
守
ら
れ
る
べ
き
な
の
だ
と
い
う
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。 

 

最
後
に
、
こ
れ
か
ら
は
、
自
分
の
命
は
も
ち
ろ
ん
み
ん
な
の
命

も
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

そ
の
た
め
に
、
サ
ダ
コ
ち
ゃ
ん
の
思
い
や
り
の
心
、
感
し
ゃ
の

心
を
む
ね
に
、
も
っ
と
楽
し
く
元
気
に
生
き
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。 

 

そ
し
て
、
人
を
は
げ
ま
し
、
勇
気
づ
け
れ
る
人
に
な
り
ま
す
。 
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銀 

賞 

 
 

い
じ
め
は
い
け
な
い 

 
 

 
 

 
 

 
 

飫
肥
小
学
校 

三
賢 

李
華 

  

私
は
、
い
じ
め
と
い
う
本
を
読
み
ま
し
た
。
読
も
う
と
思
っ
た

き
っ
か
け
は
、
学
校
で
い
じ
め
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。 

 

こ
の
本
は
、高
校
受
験
を
合
格
で
き
る
よ
う
に
が
ん
ば
る
生
活

の
中
で
ラ
イ
バ
ル
関
係
の
間
に
生
ま
れ
た
「
い
じ
め
」
の
物
語
で

す
。
主
人
公
の
亜
月

あ

つ

き

は
、
成
績

せ
い
せ
き

優
秀

ゆ
う
し
ゅ
う

な
中
学
三
年
生
で
す
。
亜

月
は
、
父
の
よ
う
な
す
ば
ら
し
い
医
者
に
な
る
た
め
に
じ
ゅ
く
に

通
っ
て
い
ま
す
。
最
初
は
、
い
じ
め
ら
れ
て
い
た
め
い
と
仲
良
く

し
て
い
た
け
ど
、
あ
る
こ
と
を
き
っ
か
け
に
自
分
も
い
じ
め
に
く

わ
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ま
た
、
じ
ゅ
く
で
カ
ン
ニ
ン
グ
を
し

て
し
ま
っ
て
自
分
も
い
じ
め
ら
れ
ま
し
た
。 

 
 

私
が
、
こ
の
本
を
読
ん
で
一
番
心
に
残
っ
た
こ
と
は
、
最
後
に

亜
月
が
、「
本
当
に
大
切
な
も
の
に
点
数
な
ん
て
い
ら
な
い
。」
と

気
付
い
た
と
こ
ろ
で
す
。
め
い
が
、
交
通
事
故
に
あ
っ
た
こ
と
を

き
っ
か
け
に
、
亜
月
は
、
内
申
点

な
い
し
ん
て
ん

よ
り
も
友
だ
ち
の
方
が
大
切
だ

と
気
付
き
ま
し
た
。 

私
で
も
五
年
生
の
始
ま
り
に
い
じ
め
が
あ
り
ま
し
た
。こ
の
本

と
同
じ
で
一
人
の
子
を
数
人
で
い
じ
め
を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の

い
じ
め
ら
れ
て
い
た
子
は
、
男
の
子
で
、
い
じ
め
ら
れ
て
も
笑
っ

て
何
で
も
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
し
た
。
私
は
、
勇
気
を
出
し
て

注
意
で
き
な
く
て
、
と
て
も
か
わ
い
そ
う
だ
っ
た
の
で
あ
る
日
、

先
生
に
友
だ
ち
と
い
っ
し
ょ
に
相
談
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
い
じ

め
ら
れ
て
い
た
子
は
、
学
校
を
休
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
子

が
も
し
、
自
分
だ
っ
た
ら
つ
ら
い
し
、
学
校
に
行
き
た
く
な
い
と

思
い
ま
す
。 

 
先
生
達
が
話
し
合
っ
て
、
い
じ
め
が
ど
れ
だ
け
し
て
は
い
け
な
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い
の
か
話
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
い
じ
め
が
解
決

し
て
学
校
に
来
れ
ま
し
た
。
私
は
、
い
じ
め
が
な
く
な
っ
た
と
思

う
と
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。 

 

こ
の
本
を
読
ん
で
、
私
は
、
も
し
こ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
ら
亜

月
の
よ
う
に
人
の
目
を
気
に
せ
ず
に
、
声
を
か
け
て
あ
げ
る
こ
と

が
大
切
だ
と
思
い
ま
し
た
。
い
じ
め
て
い
る
人
に
も
注
意
し
て
、

い
じ
め
を
し
て
い
る
人
に
も
、い
じ
め
を
う
け
て
い
る
側
の
気
持

ち
に
な
っ
て
あ
げ
る
べ
き
だ
と
分
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、
自
分
か

ら
積
極
的
に
そ
の
い
じ
め
を
解
決
す
る
こ
と
も
大
事
な
こ
と
の
一

つ
だ
と
思
い
ま
し
た
。 

 

こ
れ
か
ら
、
大
人
に
な
っ
て
も
こ
の
こ
と
は
、
生
活
に
生
か
せ

る
よ
う
に
が
ん
ば
り
た
い
で
す
。
そ
し
て
、
ふ
だ
ん
の
学
校
生
活

か
ら
意
識
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
み
ん
な
で
仲
良
く
、

楽
し
く
、
い
じ
め
の
な
い
学
校
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

 
銅 

賞 

 
 

ま
い
と
私
が
お
そ
わ
っ
た
こ
と 

 
 

 
 

 
 

 
 

吾
田
小
学
校 

井
上 

心
暖 

  

み
な
さ
ん
は
、
魔
女
は
い
る
と
思
い
ま
す
か
。
こ
の
本
に
は
魔

女
が
出
て
き
ま
す
。 

 

私
が
こ
の
本
を
読
も
う
と
思
っ
た
理
由
は
、「
西
の
魔
女
が
死

ん
だ
」
と
い
う
題
名
を
不
思
議
に
思
っ
た
か
ら
で
す
。
西
の
魔
女

は
何
だ
ろ
う
と
か
、
魔
女
が
出
て
く
る
怖
い
話
な
の
か
な
と
思
っ

て
い
ま
し
た
。 

 

魔
女
の
正
体
は
、
主
人
公
の
ま
い
の
イ
ギ
リ
ス
人
の
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
で
し
た
。 

 

こ
の
お
話
は
、
い
じ
め
に
あ
っ
て
学
校
に
行
け
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
ま
い
が
、い
な
か
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
過
ご
し
た
一
ヶ
月
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間
の
お
話
で
す
。
ま
い
は
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
の
生
活
で
い
ろ
ん

な
こ
と
を
学
び
ま
す
。
い
ろ
ん
な
植
物
の
名
前
を
教
え
て
も
ら
っ

た
り
、
野
い
ち
ご
を
つ
ん
で
ジ
ャ
ム
を
作
っ
た
り
、
に
わ
と
り
が

産
ん
だ
ば
か
り
の
卵
を
取
り
に
行
っ
た
り
し
ま
す
。
私
も
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
の
家
に
い
る
の
を
想
像
し
て
み
ま
し
た
。朝
早
く
起
き
て
、

朝
の
き
れ
い
な
空
気
を
す
い
な
が
ら
散
歩
を
し
て
、
花
や
植
物
に

水
や
り
を
し
ま
す
。
そ
し
て
、
庭
に
生
え
て
い
る
ハ
ー
ブ
を
つ
ん

で
お
茶
を
作
っ
た
り
、
畑
に
行
っ
て
野
菜
を
と
り
に
い
っ
た
り
し

ま
す
。ふ
つ
う
、野
菜
は
ス
ー
パ
ー
で
買
う
の
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
よ
う
に
、畑
か
ら
と
れ
た
野
菜
を
そ
の
ま
ま
食

べ
れ
る
こ
と
は
ぜ
い
沢
な
事
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。
私
も
植
物
が

好
き
で
庭
で
ス
イ
カ
を
育
て
て
い
ま
す
。
も
う
す
ぐ
花
が
さ
く
の

で
楽
し
み
で
す
。 

 

ま
い
は
、お
ば
あ
ち
ゃ
ん
か
ら
魔
女
に
な
る
た
め
の
方
法
を
教

え
て
も
ら
い
ま
す
。
ま
ず
、
早
ね
早
起
き
を
し
て
、
規
則
正
し
い

生
活
を
す
る
よ
う
に
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
き
い
て
そ
ん
な

か
ん
単
な
こ
と
で
い
い
の
か
と
思
い
ま
し
た
。
で
も
、
大
事
な
の

は
自
分
で
決
め
て
や
り
と
げ
る
力
だ
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
言
っ
た

と
き
そ
の
と
お
り
だ
と
思
い
ま
し
た
。 

 

私
も
宿
題
を
早
く
終
わ
ら
せ
よ
う
と
決
め
た
け
ど
、い
つ
も
後

回
し
に
し
て
し
ま
い
ま
す
。
毎
日
の
小
さ
な
事
を
し
っ
か
り
や
っ

て
、
や
り
と
げ
る
力
を
の
ば
し
た
い
で
す
。
他
に
も
、
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
の
言
葉
で
心
に
残
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
の
に
わ
と
り
が
何
か
に
殺
さ
れ
た
時
に
近
所
に
住
む
ゲ

ン
ジ
さ
ん
の
犬
が
犯
人
だ
と
思
っ
て
い
た
ま
い
が
、
ゲ
ン
ジ
さ
ん

の
こ
と
を
悪
く
言
っ
た
と
き
に
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
言
っ
た
言
葉
で
す
。 

「
直
観
は
大
事
だ
け
ど
、
取
り
つ
か
れ
て
は
い
け
な
い
。
激
し
い

思
い
こ
み
に
な
っ
て
、
そ
の
人
を
支
配
す
る
か
ら
。」 

 

と
言
っ
た
こ
と
で
す
。 

 
私
も
初
め
て
会
っ
た
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
で
苦
手
だ
な
と
思
い
こ
ん
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小
学
校
六
年
生
の
部 
で
い
た
人
が
い
ま
し
た
。
で
も
、
話
を
し
て
み
る
と
す
ご
く
や
さ

し
く
て
す
ぐ
友
達
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
思
い
こ
み
を
な

く
し
て
、
ち
ゃ
ん
と
人
と
話
を
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。 

 

私
は
今
ま
で
「
人
が
死
ん
だ
ら
ど
う
な
る
か
」
と
い
う
こ
と
を

考
え
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
い
に
質
問
さ
れ
た
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
は「
人
に
は
魂
が
あ
っ
て
人
が
死
ん
で
も
魂
は
長
い
旅

を
続
け
る
。」
と
言
い
ま
し
た
。 

 

私
は
今
ま
で
「
死
」
と
い
う
こ
と
に
怖
い
イ
メ
ー
ジ
し
か
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
亡
く
な
っ
た
あ
と
、

「
オ
バ
ア
チ
ャ
ン
ノ
タ
マ
シ
イ
ダ
ッ
シ
ュ
ツ
ダ
イ
セ
イ
コ
ウ
」
と

書
い
て
あ
っ
た
と
き
に
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
魂
が
ま
い
を
見
守
っ
て

く
れ
て
い
る
と
思
っ
て
あ
た
た
か
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。 

 

私
は
こ
れ
か
ら
い
ろ
ん
な
か
べ
に
ぶ
つ
か
る
と
思
い
ま
す
。
そ

の
時
に
は
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
教
え
て
く
れ
た
こ
と
を
思
い
出
し

て
の
り
こ
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

  

     

金 

賞 

 
 

 

「
ゲ
ン
の
行
動
に
感
動
」 

吾
田
小
学
校 

河
野 

結
愛 

  

私
は
、
は
だ
し
の
ゲ
ン
を
読
ん
で
勇
気
を
も
ら
い
ま
し
た
。 

 

こ
の
本
の
主
人
公
ゲ
ン
は
、
原
爆
が
投
下
さ
れ
た
広
島
で
育
ち

ま
す
。
ゲ
ン
は
、
父
親
や
姉
、
弟
を
原
子
爆
弾
に
よ
っ
て
亡
く
し

【講 

評
】 

六
年
生
ら
し
く
、
本
の
主
人
公
の
生
き
方
と
自
分
の
将
来
の
夢

を
つ
な
げ
て
書
い
て
い
る
作
品
が
多
か
っ
た
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
自

分
の
生
き
方
や
成
長
の
参
考
に
な
る
本
を
た
く
さ
ん
読
ん
で
、
自

分
自
身
を
磨
い
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。 
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て
し
ま
い
ま
す
が
、
自
分
も
悲
し
い
気
持
ち
や
く
や
し
い
気
持
ち

が
あ
る
の
に
、
他
に
家
族
を
亡
く
し
た
方
に
陽
気
な
歌
を
う
た
っ

て
は
げ
ま
し
て
、
多
く
の
人
に
勇
気
と
希
望
、
自
信
を
あ
た
え
る

こ
と
の
で
き
る
少
年
で
す
。 

 

私
は
こ
の
本
で
一
番
心
に
残
っ
て
い
る
場
面
は
、
ゲ
ン
が
少
し

の
罪
を
か
ぶ
っ
て
で
も
人
を
助
け
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
で
す
。近

所
の
ガ
ラ
ス
売
り
の
お
じ
さ
ん
の
商
売
が
上
手
く
い
か
ず
、
困
っ

て
い
た
と
こ
ろ
を
石
を
い
ろ
い
ろ
な
人
の
ま
ど
に
わ
ざ
と
投
げ
て

そ
の
ガ
ラ
ス
屋
さ
ん
を
も
う
か
ら
せ
て
あ
げ
る
と
い
う
、
少
し
や

ん
ち
ゃ
な
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が
、
と
て
も
優
し
い
心
を
持
っ
て

い
る
男
の
子
で
す
。一
人
で
も
多
く
の
人
の
力
に
な
り
た
い
と
思

う
ゲ
ン
の
思
い
が
伝
わ
っ
て
く
る
心
が
ホ
ッ
と
あ
た
た
ま
る
お
話

で
す
。 

 

私
も
実
際
に
転
ん
で
泣
い
て
い
る
子
に
声
を
か
け
て
元
気
づ
け

よ
う
と
思
っ
た
け
れ
ど
、
勇
気
が
出
ず
、
思
っ
た
だ
け
で
行
動
で

き
な
か
っ
た
事
が
あ
り
ま
す
。
今
こ
の
本
を
読
ん
で
、
な
ぜ
声
を

か
け
れ
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
と
こ
う
か
い
し
て
い
ま
す
。
ゲ
ン
は

私
よ
り
幼
か
っ
た
の
に
何
百
人
何
千
人
を
救
っ
た
と
い
う
の
に
情

け
な
い
。
で
す
が
、
こ
の
本
を
読
ん
だ
か
ら
に
は
困
っ
て
い
る
人

に
声
を
か
け
よ
う
。
困
っ
て
い
る
人
に
は
生
き
て
て
こ
う
か
い
し

た
と
思
わ
せ
な
い
よ
う
に
、
人
を
一
人
で
も
救
え
る
よ
う
な
人
に

な
り
た
い
。
私
の
目
標
に
な
り
ま
し
た
。 

 

こ
の
本
を
読
ん
で
、
私
の
は
っ
き
り
し
て
い
な
か
っ
た
将
来
の

夢
が
決
ま
り
ま
し
た
。
看
護
師
で
す
。
な
る
べ
く
、
患
者
さ
ん
に

は
声
を
か
け
そ
の
方
一
人
一
人
が
笑
顔
で
過
ご
せ
る
よ
う
に
。生

き
て
い
る
と
い
う
嬉
し
さ
、幸
せ
を
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
看

護
師
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
常
に
友
達
や
身
の
回
り
の

人
を
助
け
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

も
う
一
つ
、
こ
の
本
を
読
ん
で
学
ん
だ
事
は
、
ゲ
ン
の
素
晴
ら

し
い
行
動
に
読
者
も
元
気
づ
け
ら
れ
、
人
の
夢
へ
の
希
望
と
な
る
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こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。 

 
み
ん
な
が
こ
の
「
は
だ
し
の
ゲ
ン
」
を
読
ん
で
、
自
分
の
希
望

や
目
標
に
つ
い
て
考
え
直
し
、
戦
争
で
の
大
変
さ
を
知
っ
て
も
ら

い
た
い
で
す
。
私
が
ゲ
ン
に
会
え
る
と
し
た
ら
、 

 

「
ゲ
ン
、
人
を
救
え
る
と
い
う
の
は
素
晴
ら
し
い
事
だ
ね
、
本

当
に
た
く
さ
ん
の
人
を
救
っ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。」
と
言
い

た
い
な
ぁ
と
思
い
ま
し
た
。 

        
銀 

賞 

 
 

 

ハ
ー
ト
ボ
イ
ス
と
の
出
会
い 

鵜
戸
小
中
学
校 

山
根 

麻
椰 

  

ー
ハ
ー
ト
ボ
イ
ス
… 

私
は
こ
の
本
と
出
会
っ
て
、
人
生
が
大
き
く
変
わ
っ
た
と
い
っ
て

も
過
言
で
は
な
い
。私
が
初
め
て
こ
の
本
を
読
ん
だ
の
は
五
年
生

の
時
だ
。
私
は
、
こ
の
本
を
読
ん
だ
後
に
、
自
分
の
幼
さ
、
浅
は

か
さ
に
恥
ず
か
し
さ
を
覚
え
た
こ
と
が
忘
れ
ら
れ
な
い
。そ
れ
程
、

私
に
と
っ
て
「
ハ
ー
ト
ボ
イ
ス
」
は
大
切
な
本
に
な
っ
た
の
だ
。 

 

「
ハ
ー
ト
ボ
イ
ス
」
と
は
、
一
年
生
の
時
不
登
校
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
主
人
公
の
純
生
が
、
た
く
さ
ん
の
人
と
の
出
会
い
を
も
と

に
、
心
豊
か
に
成
長
し
て
い
く
物
語
だ
。 

 
(

ハ
ー
ト
ボ
イ
ス
っ
て
心
の
声
と
い
う
意
味
か
。） 
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私
は
こ
の
本
を
見
た
時
、
そ
う
考
え
、
一
体
ど
ん
な
内
容
の
話
な

の
か
と
気
に
な
っ
た
。
表
紙
を
開
け
て
み
る
と
、
自
分
に
共
感
で

き
る
部
分
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
。
そ
の
一
つ
と
し
て
、
岡
崎
が
受

験
で
苦
し
ん
だ
時
が
上
げ
ら
れ
る
。
私
は
、
今
進
路
に
つ
い
て
悩

ん
で
い
る
。
そ
れ
は
、
中
学
を
受
験
す
る
か
し
な
い
か
、
と
い
う

こ
と
だ
。私
は
今
、ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
を
頑
張
っ
て
い
る
。そ
し
て
、

中
学
を
受
験
し
て
し
ま
え
ば
、今
ま
で
一
緒
に
成
長
し
て
き
た
仲

間
と
共
に
戦
う
こ
と
が
無
く
な
っ
て
し
ま
う
。
し
か
し
、
中
学
を

受
験
し
な
け
れ
ば
、
レ
ベ
ル
の
高
い
勉
強
を
す
る
こ
と
は
出
来
な

い
。
そ
ん
な
中
、
大
人
に
意
見
を
求
め
て
み
て
も
、「
ど
う
せ
受

験
す
る
ん
で
し
ょ
」
と
決
め
つ
け
る
人
が
ほ
と
ん
ど
だ
。
勉
強
を

強
要
し
て
く
る
人
さ
え
い
る
。
そ
ん
な
状
況
の
中
、
私
が
思
っ
て

い
る
こ
と
と
、
岡
崎
が
叫
ん
だ
、 

「
ぼ
く
は
ぼ
く
の
意
見
を
表
明
す
る
権
利
が
あ
り
、 

お
父
さ
ん

た
ち
に
は
、
そ
の
意
見
を
重
視
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
義
務
が
あ

り
ま
す
。」 

と
い
う
言
葉
と
重
な
っ
て
見
え
た
。
私
も
こ
の
本
を
読
む
ま
で
、

「
子
供
の
権
利
条
約
」
と
い
う
言
葉
を
聞
い
た
こ
と
さ
え
な
か
っ

た
。
そ
れ
は
、
第
四
十
二
条
に
記
さ
れ
て
い
る
、
第
四
十
二
条
の
、

「
国
は
、
こ
の
条
約
の
内
容
を
、
お
と
な
に
も
子
ど
も
に
も
広
く

知
ら
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。」 

と
い
う
条
約
が
あ
ま
り
守
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
無
い

だ
ろ
う
か
。
私
は
も
っ
と
こ
の
条
約
を
広
め
る
た
め
に
、
授
業
で

必
ず
取
り
あ
つ
か
う
よ
う
に
す
る
な
ど
の
対
策
を
練
る
必
要
が
あ

る
と
思
う
。 

 

ま
た
、
私
は
純
生
や
、
そ
の
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
な
ど
の
生
き
方
に

も
感
動
し
た
。
純
生
達
は
、
よ
く
考
え
、
と
て
も
他
人
を
思
い
や

っ
て
い
る
。
私
は
、
そ
ん
な
に
深
く
考
え
た
上
で
行
動
し
て
い
な

い
し
、
自
分
の
こ
と
し
か
考
え
て
い
な
い
。
そ
れ
に
、
人
間
と
し

て
正
し
い
か
ど
う
か
も
考
え
て
い
な
い
。 
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中
学
校
の
部 

 

私
は
、
こ
の
本
と
の
出
会
い
を
通
し
て
、
自
分
の
小
さ
さ
や
、

未
熟
さ
を
思
い
知
っ
た
。
私
に
は
、「
ハ
ー
ト
ボ
イ
ス
」
の
登
場

人
物
の
よ
う
に
、
自
分
で
深
く
考
え
、
他
人
を
思
い
や
る
力
は
無

い
。私
は
、人
間
と
し
て
正
し
く
、美
し
い
大
人
に
な
る
た
め
に
、

純
生
の
よ
う
に
自
分
で
よ
く
考
え
た
上
で
、
正
し
い
行
動
を
と
る

よ
う
に
心
が
け
て
い
き
た
い
。 

         

  

     

金 

賞 

 
 

 

不
幸
な
動
物
た
ち
を
救
い
た
い 

日
南
学
園
中
学
校 

一
年 

糸
井 

波
子 

  

私
は
、
動
物
が
大
好
き
で
す
。
い
つ
も
買
う
文
房
具
は
、
動
物

の
絵
が
付
い
て
い
る
も
の
を
買
い
ま
す
。
こ
ん
な
私
が
、『
い
の

ち
の
花
』
を
読
も
う
と
思
っ
た
き
っ
か
け
は
、
手
に
取
っ
た
時
、

【講 

評
】 

 

金
賞
、
銀
賞
と
も
に
命
に
向
き
合
い
、
生
き
る
こ
と
に
つ
い
て
考
え

る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
し
た
。 

 

ど
の
作
品
も
本
を
読
ん
で
身
近
な
こ
と
に
つ
い
て
思
い
を
は
せ
る

こ
と
が
で
き
て
い
ま
し
た
。 



- 37 - 

 

犬
と
猫
と
書
か
れ
て
い
て
、
動
物
に
関
す
る
本
だ
っ
た
か
ら
で
す
。 

 
動
物
好
き
だ
っ
た
こ
の
本
の
著
者
で
も
あ
る
愛
実
さ
ん
が
、農

業
高
校
の
三
年
生
の
時
に
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
で
、人
間
の
身
勝

手
な
理
由
に
よ
っ
て
、
殺
処
分
さ
れ
て
い
く
不
幸
な
動
物
を
救
い

た
い
と
い
う
思
い
か
ら
始
ま
っ
た「
い
の
ち
の
花
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

と
い
う
捨
て
ら
れ
た
犬
と
猫
の
骨
を
土
に
混
ぜ
て
、
花
を
育
て
よ

う
と
考
え
た
本
当
の
お
話
で
す
。 

 

私
は
、
こ
の
本
を
読
ん
で
み
て
、
大
き
く
気
持
ち
を
動
か
さ
れ

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

 

一
つ
目
は
、
犬
や
猫
が
飼
い
主
の
身
勝
手
な
理
由
で
捨
て
ら
れ

て
、
一
年
間
で
十
万
頭
以
上
も
の
犬
や
猫
が
殺
処
分
さ
れ
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
殺
さ
れ
る
と
分
か
っ
て
生
き
て
い
る
動
物
の

気
持
ち
を
、私
た
ち
が
理
解
し
て
あ
げ
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
殺
処

分
が
今
ま
で
続
け
ら
れ
て
き
た
の
だ
と
私
は
思
い
ま
す
。私
も
愛

実
さ
ん
と
同
じ
で
、
理
解
し
て
あ
げ
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
、「
く

や
し
い
！
」
と
思
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

 

二
つ
目
は
、
殺
処
分
さ
れ
た
動
物
の
骨
は
、
な
ん
と
「
ゴ
ミ
」

と
し
て
扱
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
私
は
、
こ
の
こ
と
を
初
め

て
知
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
骨
も
あ
る
程
度
た
ま
っ
て
、
ゴ

ミ
収
集
車
が
引
き
取
り
に
来
る
ま
で
、何
か
月
も
放
置
さ
れ
ま
す
。

大
き
な
紙
袋
に
、
無
造
作
に
入
れ
ら
れ
、
何
か
月
も
放
置
さ
れ
、

家
庭
で
出
さ
れ
る
ゴ
ミ
と
同
じ
よ
う
に
、
ゴ
ミ
収
集
車
で
運
ば
れ

る
な
ん
て
、
不
公
平
す
ぎ
て
胸
が
つ
ぶ
れ
る
よ
う
な
思
い
に
な
り

ま
し
た
。 

 

三
つ
目
は
、
動
物
た
ち
は
言
葉
を
話
せ
ず
、
不
安
な
気
持
ち
を

伝
え
ら
れ
な
い
ま
ま
、
い
き
な
り
命
を
絶
つ
と
い
う
こ
と
が
あ
っ

て
い
い
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
私
は
、
今
ま
で
普
通
に
生
き
て

い
ま
し
た
。
普
通
に
生
き
て
き
て
幸
せ
で
し
た
。
し
か
し
、
動
物

た
ち
の
小
さ
な
幸
せ
に
気
づ
い
て
あ
げ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。殺

さ
れ
る
こ
と
を
理
解
し
な
が
ら
生
き
て
い
た
命
を
、い
き
な
り
絶
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つ
時
の
気
持
ち
を
想
像
し
た
だ
け
で
、
私
は
、
と
て
も
悲
し
く
な

り
ま
す
。 

 

四
つ
目
は
、
生
き
た
く
て
も
生
き
ら
れ
ず
、
動
物
の
気
持
ち
を

考
え
て
も
み
な
い
人
間
に
命
を
奪
わ
れ
、
自
分
の
気
持
ち
も
分
か

っ
て
も
ら
え
な
い
犬
や
猫
が
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
と
て
も
つ

ら
い
思
い
で
い
っ
ぱ
い
の
は
ず
な
の
に
、
私
た
ち
人
間
は
、
普
通

に
生
き
て
き
た
こ
と
に
、
と
て
も
恥
ず
か
し
く
な
り
、
情
け
な
く

思
い
ま
し
た
。 

 

い
よ
い
よ
「
い
の
ち
の
花
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
活
動
が
ス
タ
ー

ト
し
、
ま
ず
は
、
動
物
の
骨
を
砕
い
て
、
細
か
く
す
る
作
業
で
し

た
が
、
高
校
生
に
と
っ
て
は
、
一
番
つ
ら
い
作
業
で
し
た
。
殺
処

分
さ
れ
た
動
物
を
さ
ら
に
傷
つ
け
る
よ
う
で
、
そ
れ
は
と
て
も
つ

ら
い
作
業
で
し
た
。
責
任
、
そ
し
て
命
の
重
み
が
背
中
に
重
く
の

し
か
か
り
、
愛
実
さ
ん
は
、
繰
り
返
し
心
の
中
で
謝
っ
た
そ
う
で

す
。 

 

私
は
、も
し
、
こ
の
作
業
を
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
し
た
ら
、

涙
を
流
し
な
が
ら
、「
ご
め
ん
ね
。
ご
め
ん
ね
。」
と
声
に
出
し
て

言
い
な
が
ら
行
う
と
思
い
ま
す
。「
な
ん
で
、
も
っ
と
早
く
目
を

向
け
て
あ
げ
ら
れ
な
か
っ
た
ん
だ
ろ
う
？
」「
な
ん
で
平
気
な
顔

で
今
ま
で
生
き
て
こ
ら
れ
た
ん
だ
ろ
う
？
」「
家
族
で
あ
る
犬
や

猫
を
捨
て
た
人
と
、
同
じ
人
間
で
あ
る
こ
と
が
恥
ず
か
し
い
。」

と
い
う
思
い
は
作
業
中
、
み
ん
な
同
じ
だ
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
な

ぁ
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
時
折
見
つ
か
る
首
輪
、
リ
ー
ド
の
金

属
片
、
鑑
札
、
小
さ
な
鈴
、
き
れ
い
に
形
が
残
っ
た
歯
や
焼
け
残

っ
た
臓
器
な
ど
が
、
動
物
た
ち
が
生
き
て
い
た
こ
と
を
ひ
し
ひ
し

と
感
じ
さ
せ
、
痛
む
心
に
塩
を
塗
り
込
む
よ
う
な
気
が
し
た
そ
う

で
す
。 

 

私
も
、
以
前
ま
で
猫
を
飼
っ
て
い
ま
し
た
が
、
動
物
の
気
持
ち

を
考
え
て
あ
げ
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
し
て
、
亡
く

な
っ
た
時
に
、
骨
を
見
ま
し
た
が
、
と
て
も
小
さ
か
っ
た
で
す
。
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こ
れ
を
砕
く
と
な
っ
た
ら
、
想
像
し
て
み
る
と
、
高
校
生
の
気
持

ち
が
よ
く
分
か
り
ま
す
。 

 

種
ま
き
も
終
わ
り
、
一
か
月
後
に
は
、
立
派
に
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル

ド
や
サ
ル
ビ
ア
が
咲
い
て
、
大
成
功
で
し
た
。
も
し
こ
の
花
を
私

が
見
た
ら
、
こ
の
花
を
他
の
人
に
も
、
こ
ん
な
花
が
あ
る
ん
だ
よ

と
い
う
こ
と
を
伝
え
て
あ
げ
た
い
で
す
。 

 

「
知
っ
て
く
だ
さ
い
、
こ
の
現
状
を
。
知
っ
て
く
だ
さ
い
、
生

き
た
く
て
も
生
き
ら
れ
な
い
命
が
あ
る
こ
と
を
。
大
切
に
し
て
く

だ
さ
い
、
動
物
の
命
を
。」 

「
い
の
ち
の
花
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
作
り
上
げ
た
高
校
生
方
が
私

た
ち
に
訴
え
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
私
は
、
真
剣
に
受
け
と
め

て
み
よ
う
と
こ
の
本
を
読
ん
で
思
う
よ
う
に
な
り
、今
ま
で
の
私

は
、
ひ
ど
い
人
間
で
あ
っ
た
こ
と
に
気
付
き
ま
し
た
。 

 

こ
れ
か
ら
は
、
動
物
も
人
間
と
同
じ
よ
う
に
平
等
に
、
動
物
の

気
持
ち
も
考
え
て
、
か
わ
い
が
っ
て
あ
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ

し
て
、
私
は
、
将
来
も
し
動
物
を
飼
う
と
し
た
ら
、
愛
護
セ
ン
タ

ー
な
ど
に
い
る
動
物
を
飼
っ
て
、一
匹
で
も
殺
処
分
さ
れ
る
頭
数

を
減
ら
し
て
あ
げ
た
い
で
す
。
私
は
、
こ
れ
か
ら
の
動
物
た
ち
の

幸
せ
を
願
い
た
い
と
思
い
ま
す
。 
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銀 

賞 

 
 

 
「
世
界
か
ら
僕
が
消
え
た
な
ら
」 

南
郷
中
学
校 

一
年 

松
田 

七
音 

  

も
し
、
私
が
、
ア
ロ
ハ
シ
ャ
ツ
を
着
た
悪
魔
に
、「
実
は
…
明

日
あ
な
た
は
死
に
ま
す
。」 

な
ん
て
言
わ
れ
た
ら
私
は
ど
ん
な
行
動
を
と
る
の
だ
ろ
う
。私
は
、

『
世
界
か
ら
僕
が
消
え
た
な
ら
。』
を
読
ん
で
、
少
し
考
え
さ
せ

ら
れ
た
。 

 

あ
る
日
、
脳
腫
瘍
で
余
命
宣
告
さ
れ
た
青
年
。
絶
望
し
、
お
先

ま
っ
暗
に
な
っ
て
、
そ
の
ま
ま
玄
関
で
倒
れ
る
。
数
時
間
後
に
目

を
覚
ま
す
と
、
自
分
と
同
じ
顔
の
ア
ロ
ハ
シ
ャ
ツ
を
着
た
悪
魔
が

青
年
の
前
に
表
れ
た
。
愛
猫
、
キ
ャ
ベ
ツ
も
「
み
ゃ
あ
」
と
鳴
く
。 

 

そ
の
後
、
一
日
命
を
延
ば
す
の
と
引
き
換
え
に
、
こ
の
世
界
か

ら
一
つ
何
か
を
消
す
こ
と
を
持
ち
か
け
ら
れ
る
。一
日
目
に
電
話
、

二
日
目
に
映
画
、
三
日
目
に
時
計
と
、
次
々
に
世
界
か
ら
消
さ
れ

て
い
く
。
そ
し
て
四
日
目
、
悪
魔
は
青
年
に
告
げ
た
。 

「
世
界
か
ら
猫
を
消
し
ま
し
ょ
う
。」
と
。 

 

し
か
し
、
長
年
つ
れ
そ
っ
た
猫
を
消
す
こ
と
に
悩
み
今
は
亡
き

母
の
言
葉
を
思
い
出
す
青
年
。
そ
の
母
の
言
葉
と
は
、「
何
か
を

得
る
た
め
に
は
、何
か
を
失
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」だ
っ
た
。

そ
の
言
葉
を
も
う
一
度
考
え
、
人
間
は
い
つ
か
死
ぬ
と
い
う
答
え

に
た
ど
り
つ
い
た
。
青
年
は
、
父
親
に
最
初
で
最
後
の
手
紙
を
書

き
始
め
た
。
母
の
こ
と
、
キ
ャ
ベ
ツ
の
こ
と
、
言
い
た
か
っ
た
こ

と
、
自
分
の
こ
と
。
長
い
長
い
遺
書
に
な
り
そ
う
な
手
紙
を
書
き

は
じ
め
た
。 

 

青
年
は
、な
ぜ
電
話
も
映
画
も
、時
計
ま
で
消
し
た
の
か
？ 

電

話
で
は
、
ま
ち
が
い
電
話
か
ら
出
会
っ
た
彼
女
。
映
画
で
は
共
に

映
画
が
好
き
と
い
う
こ
と
か
ら
出
会
い
親
友
に
な
っ
た
タ
ツ
ヤ
。
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時
計
で
は
時
計
店
を
営
ん
で
い
た
父
親
の
仕
事
。一
つ
を
消
す
と
、

同
時
に
大
切
な
人
と
の
関
係
や
、
大
切
な
人
の
仕
事
ま
で
消
さ
れ

て
ゆ
く
の
だ
。
そ
れ
が
私
だ
っ
た
ら
、
た
え
ら
れ
な
い
と
思
う
。

い
や
、
こ
れ
も
、
実
際
に
は
「
死
」
を
目
前
に
し
た
こ
と
の
な
い

私
が
想
像
し
た
だ
け
の
事
か
も
し
れ
な
い
。 

 

自
分
や
大
切
な
人
が
死
ぬ
と
な
れ
ば
、
多
分
、
初
め
て
死
と
い

う
言
葉
の
意
味
や
そ
の
重
み
を
知
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
急

に
不
安
に
な
り
、
使
い
な
れ
て
い
た
は
ず
の
「
死
」
と
い
う
言
葉

が
と
て
も
怖
く
な
る
。
そ
れ
が
人
間
な
の
だ
と
私
は
思
う
。
そ
れ

は
き
っ
と
青
年
も
同
じ
な
の
か
も
し
れ
な
い
。だ
か
ら
悪
魔
と（
と

て
も
軽
い
）
契
約
を
し
、
命
を
延
ば
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
と

私
は
考
え
た
。 

 

こ
の
物
語
で
は
、
最
終
的
に
、
主
人
公
の
青
年
は
猫
と
自
分
の

命
で
自
分
の
命
を
と
ら
ず
に
猫
を
と
っ
た
。
こ
の
行
動
に
青
年
は

後
悔
な
ど
、し
て
い
な
い
の
か
？ 

確
か
に
人
間
は
い
つ
か
死
ぬ
。

主
人
公
の
青
年
も
、
こ
の
世
界
か
ら
す
べ
て
が
消
さ
れ
た
日
に
は

何
も
な
い
世
界
と
共
に
死
ぬ
だ
ろ
う
。
そ
れ
に
、
四
年
以
上
も
一

緒
に
二
人
（
一
人
と
一
匹
）
ぐ
ら
し
を
し
て
き
た
愛
猫
を
消
す
の

は
、
か
な
り
心
が
苦
し
い
。
し
か
し
、
自
分
は
明
日
、
死
ぬ
こ
と

に
な
っ
て
い
る
の
だ
。
青
年
は
、
悪
魔
か
ら
猫
を
消
そ
う
と
言
わ

れ
た
時
に
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
わ
か
ら
な
い
位
、
ひ
ど
く
動
揺

し
て
い
た
。
そ
の
姿
を
見
た
悪
魔
は
、「
猫
と
あ
な
た
の
命
で
す

よ
。」
と
、
に
や
に
や
し
な
が
ら
言
っ
た
。
私
は
（
流
石
は
悪
魔

だ
）
と
思
っ
た
。 

 

い
か
に
も
悪
魔
ら
し
い
セ
リ
フ
で
あ
る
が
、私
は
心
の
中
で（
確

か
に
そ
う
だ
ね
）
と
、
思
わ
ず
つ
ぶ
や
い
た
。
さ
ら
に
、
そ
の
後

の
青
年
は
、「
猫
の
代
わ
り
に
自
分
の
命
を
諦
め
る
な
ん
て
、
バ

カ
な
男
だ
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。で
も
僕
は
誰
か
か
ら
何

か
を
う
ば
っ
て
、
生
き
の
び
る
こ
と
が
幸
せ
だ
と
は
思
え
な
か
っ

た
。」
と
心
の
中
で
語
っ
て
い
た
。 
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こ
れ
が
人
間
と
し
て
、
あ
る
べ
き
心
の
美
し
さ
だ
と
私
は
思
っ

た
。
物
語
の
最
後
に
、「
雲
が
晴
れ
、
春
の
兆 き

ざ

し
を
感
じ
さ
せ
る

温
か
い
陽
光

よ
う
こ
う

が
僕
を
つ
つ
み
こ
む
。」
と
、
青
年
の
心
理
を
う
つ

す
よ
う
な
風
景
描
写
が
あ
っ
た
。
こ
の
風
景
描
写
か
ら
私
は
、
み

じ
か
す
ぎ
る
命
で
も
自
分
の
運
命
だ
と
受
け
い
れ
る
こ
と
に
し
た
、

青
年
の
心
の
変
化
を
感
じ
取
っ
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
青
年

は
自
分
の
命
と
猫
の
命
で
猫
の
命
を
と
っ
た
こ
と
に
悔
い
は
な
い

と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
た
。 

 

こ
の
小
説
を
読
ん
で
私
は
、
す
べ
て
の
人
の
胸
に
響
く
物
語
な

の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
。「
何
か
を
得
る
た
め
に
は
、
何
か
を

失
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
そ
ん
な
苦
い
て
つ
学
的
な
こ
と
が

書
い
て
あ
っ
た
。
こ
れ
は
す
べ
て
の
人
に
あ
て
は
ま
る
こ
と
だ
。

と
こ
ろ
で
み
な
さ
ん
は
、
大
切
な
何
か
に
感
謝
を
伝
え
る
こ
と
が

で
き
て
い
る
だ
ろ
う
か
？ 

大
切
な
も
の
は
失
っ
て
か
ら
分
か
る

な
ん
て
言
う
人
も
い
る
。
で
も
、
そ
れ
で
は
だ
め
な
の
だ
。
失
っ

て
か
ら
で
は
、
も
う
お
そ
い
の
だ
。
以
上
の
こ
と
が
こ
の
物
語
を

読
ん
で
分
か
っ
た
こ
と
だ
。私
は
こ
の
こ
と
を
し
っ
か
り
胸
に
刻

ん
で
生
き
て
い
き
た
い
。 
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読
書
感
想
文
入
選
作
品
名
一
覧 

【小
学
校
（
一
年
生
）の
部
】 

 
入
選 

「
ア
ラ
ン
の
は
は
で
っ
か
い
ぞ
こ
わ
ー
い
ぞ
」
を
読
ん
で 

 
 
 
 
 
 
 

吾
田
小
学
校 

 
 

岩
下 

颯
真 

 

入
選 
「
お
か
し
の
ま
ち
」
を
よ
ん
で 

 
 
 
 
 
 
 

鵜
戸
小
中
学
校 

 

松
浦 

叶
采 

 

【小
学
校
（
二
年
生
）の
部
】 

 

入
選 

が
ん
ば
れ
、
ぴ
ょ
ん
た 

 
 
 
 
 
 
 

吾
田
小
学
校 

 
 

隈
部 

唯
花 

 

入
選 

『
に
じ
い
ろ
の
さ
か
な 

う
み
の
そ
こ
の
ぼ
う
け
ん
』
を
読
ん
で 

 
 
 
 
 
 
 

吾
田
小
学
校 
 
 

矢
野 

圭
亮 

 

【小
学
校
（
三
年
生
）の
部
】 

 

入
選 

ぼ
く
に
「
ゆ
う
気
」
を
教
え
て
く
れ
た
本 

 
 
 
 
 
 
 

吾
田
小
学
校 

 
 

岩
田 
龍
之
介 

入
選 

干
し
た
か
ら
・
・
・

の
本
を
読
ん
で 

 
 
 
 
 
 
 

吾
田
小
学
校 

 
 

田
中 

碧
彩 

 

【小
学
校
（
四
年
生
）の
部
】 

入
選 

四
年
二
組
と
マ
ー
君
か
ら
ま
な
ん
だ
こ
と 

 
 
 
 
 
 
 

吾
田
小
学
校 

 
 

原
田 

蒼
大 

【
小
学
校
（
四
年
生
）
の
部
】 

 

入
選 

て
の
ひ
ら
島
は
ど
こ
に
あ
る
を
読
ん
で 

 
 
 
 
 
 
 

南
郷
小
学
校 

 
 

岸
本 

神
奈 
 

【小
学
校
（
五
年
生
）
の
部
】 

 

入
選 

私
の
し
ょ
う
来
と
つ
な
が
っ
た
本 

 
 
 
 
 
 
 

南
郷
小
学
校 

 
 

渡
辺 

美
羽 

 

入
選 

「
牛
を
つ
な
い
だ
椿
の
木
」
を
読
ん
で 

 
 
 
 
 
 
 

油
津
小
学
校 

 
 

平
塚 

智
大 

 

【小
学
校
（
六
年
生
）
の
部
】 

 

入
選 

ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
を
読
ん
で 

 
 
 
 
 
 
 

吾
田
東
小
学
校 

 

田
中 

龍
音 

 

入
選 

気
持
ち
の
大
切
さ 

 
 
 
 
 
 
 

油
津
小
学
校 

 
 

田
島 

杏
歌 

 

【中
学
校
の
部
】 

 

入
選 

「
い
つ
か
眠
り
に
つ
く
日
」
を
読
ん
で 

 
 
 
 
 
 
 

飫
肥
中
学
校
二
年 

加
藤 

暖 

入
選 

コ
ン
ビ
ニ
人
間
を
読
ん
で 

 
 
 
 
 
 
 

飫
肥
中
学
校
三
年 

川
口 

未
遊 
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読
書
感
想
画
入
賞
作
品 
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一
年
生
の
部 

銀 

賞 
【ナ
ル
ニ
ア
国
も
の
が
た
り 

 
 

 
 

銅 

賞 

【ミ
リ
ー
の
す
て
き
な
ぼ
う
し
】 

潟
上
小
学
校 

阿
部 

陽
琉 

 
 

 

金 

賞 
【お
月
さ
ま
っ
て
ど
ん
な
あ
じ
？
】 

鵜
戸
小
中
学
校 

 
 

中
原 

咲
和 

ラ
イ
オ
ン
と
魔
女
】 

吾
田
東
小
学
校 

佐
藤 

奏
多 
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二
年
生
の
部 

金 

賞 

【お
ば
け
で
ん
し
ゃ
】 

鵜
戸
小
中
学
校 

 
長
友 

竜
星 

銀 賞 【魔女のいる花屋さん】 

吾田小学校  後藤 彩綾 

  

銅 賞 【いえのなかのかみさま】 

吾田小学校  隈部 唯花 
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三
年
生
の
部 

金 

賞 
【お
父
さ
ん
の
Ｖ
サ
イ
ン
】 

飫
肥
小
学
校 

  
藤
山 

結
奈 

銀 賞 【手ぶくろを買いに】 

鵜戸小中学校  村中 惠太 

銅 賞 【ねこまつりのしょうたいじょう】 

飫肥小学校  須志田 琳音 
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金 

賞 

【３
年
２
組
は
牛
を
飼
い
ま
す
】 

飫
肥
小
学
校 

 

松
山 

ひ
か
る 

銀 

賞 

【銀
河
鉄
道
の
夜
】 

南
郷
小
学
校 

 

藤
原 

萌
愛 

四
年
生
の
部 

銅 

賞 

【子
ネ
コ
き
き
い
っ
ぱ
つ
】 

潟
上
小
学
校 

 

佐
藤 

凜
梨 
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五
年
生
の
部 

銅 賞 【アパトサウルス】 

吾田小学校  隈部 拓斗 

銀 賞 【夏の猫】 

吾田東小学校  後藤 美羽 

金 

賞 
【モ
チ
モ
チ
の
木
】 

鵜
戸
小
中
学
校 

 
外
山 

滉
大 
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六
年
生
の
部 

金 

賞 
【注
文
の
多
い
料
理
店
】 

鵜
戸
小
中
学
校 

 
高
嶺 

槇
那 

銀 賞 【こども電車】 

吾田東小学校  阿部 陽花 

銅 賞 【秘密のスイーツ】 

南郷小学校  竹内 梓 
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【小
学
校
（
一
年
生
）の
部
】 

 
入
選 

ミ
リ
ー
の
す
て
き
な
ぼ
う
し 

潟
上
小
学
校 

 
 

井
野
田 

葉
瑠 

  

入
選 

ア
ラ
ン
の
歯
は
で
っ
か
い
ぞ
こ
わ
ー
い
ぞ 

榎
原
小
学
校 

 
 

堤
内 

遼
珂 

  

【小
学
校
（
二
年
生
）の
部
】 

 

入
選 

め
ん
ど
り
と
こ
む
ぎ
つ
ぶ 

 
 
 
 
 
 
 

油
津
小
学
校 

 
 

川
端 

真
矢 

  

入
選 

に
じ 

 
 
 
 
 
 
 

潟
上
小
学
校 

 
 

鈴
木 
七
々 

  

【小
学
校
（
三
年
生
）の
部
】 

 

入
選 

く
ろ
ね
こ
の
ど
ん 

 
 
 
 
 
 
 

吾
田
小
学
校 

 
 

福
島 

遙
音 

  

入
選 

ぶ
た
の
モ
モ
コ
は
バ
レ
リ
ー
ナ 

吾
田
小
学
校 

 
 

渡
邊 

夢
結 

読
書
感
想
画
入
選
作
品
名
一
覧 

【小
学
校
（
四
年
生
）
の
部
】 

 

入
選 

ヒ
ッ
ク
と
ド
ラ
ゴ
ン 

南
郷
小
学
校 

 
 

水
元 

瞭 

  

入
選 

空
飛
ぶ
の
ら
ネ
コ
探
検
隊 

ア
フ
リ
カ
ゾ
ウ
大
ピ
ン
チ 

鵜
戸
小
中
学
校 

 

大
迫 

美
友 

  

【小
学
校
（
五
年
生
）
の
部
】 

 

入
選 

さ
く
ら
子
の
た
ん
じ
ょ
う
日 

 
 
 
 
 
 
 

東
郷
小
中
学
校 

 

重
倉 

あ
い 

  

入
選 

火
の
鳥 

 
 
 
 
 
 
 

鵜
戸
小
中
学
校 

 

根
木 

ひ
な
た 

  

【小
学
校
（
六
年
生
）
の
部
】 

 

入
選 

海 

 
 
 
 
 
 
 

細
田
小
学
校 

 
 

片
山 

天
心 

  
入
選 

サ
ン
タ
を
や
め
た
日 

 
 
 
 
 
 
 

油
津
小
学
校 

 
 

松
田 

七
海 



- 52 - 

 

                

               

読
書
感
想
画
の
審
査
を
終
え
て 

読
書
感
想
画
の
審
査
会
場
に
入
る
と
、
た
く
さ
ん
の
感
想
画
が
広
げ
ら
れ
、
色
と
り
ど
り
の
物
語
の
世
界
に
迷
い
込
ん
だ
よ

う
な
、
わ
く
わ
く
す
る
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
ど
の
絵
も
好
き
な
場
面
が
個
性
豊
か
に
表
現
さ
れ
て
い
て
、
描
い
た
人
の
思

い
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。 

低
学
年
の
皆
さ
ん
の
絵
は
、
動
物
や
花
や
人
が
、
元
気
い
っ
ぱ
い
に
描
か
れ
て
い
ま
し
た
。
ク
レ
ヨ
ン
や
絵
の
具
の
使
い
方

に
慣
れ
て
、
そ
の
特
徴
を
生
か
し
な
が
ら
、
上
手
に
描
い
て
い
る
な
あ
と
感
じ
ま
し
た
。 

中
学
年
の
皆
さ
ん
は
、
人
と
人
、
人
と
生
き
物
、
人
と
周
り
の
も
の
と
い
っ
た
よ
う
に
、
描
き
た
い
も
の
を
組
み
合
わ
せ
て

描
く
構
成
力
が
素
晴
ら
し
い
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。
細
か
い
部
分
も
、
よ
く
考
え
て
書
き
込
ん
で
あ
る
絵
が
多
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。 

高
学
年
の
皆
さ
ん
は
、
デ
ッ
サ
ン
が
し
っ
か
り
し
て
き
て
、
立
体
的
に
描
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
物
語
の
テ
ー
マ
を
し
っ
か
り
と
捉
え
て
、
絵
を
見
る
人
に
訴
え
か
け
る
力
を
も
つ
絵
が
描
け
て
い
ま
し
た
。 

今
回
は
、
各
学
年
と
も
ス
パ
ッ
タ
リ
ン
グ
の
技
法
を
使
っ
た
作
品
が
何
点
も
出
て
い
た
の
が
目
に
つ
き
ま
し
た
。
絵
の
具
を

金
網
を
通
し
て
ブ
ラ
シ
で
飛
び
散
ら
せ
た
技
法
で
す
。
美
し
い
仕
上
が
り
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
あ
え
て
混
色
せ
ず
、
そ
の
色

の
持
つ
美
し
さ
を
生
か
し
た
鮮
や
か
な
色
合
い
の
絵
も
あ
り
ま
し
た
。
し
っ
か
り
し
た
下
絵
に
淡
く
色
を
つ
け
た
優
し
い
印
象

の
絵
も
あ
り
ま
し
た
。
色
を
塗
り
重
ね
て
、
力
強
く
表
現
を
し
て
い
る
絵
も
あ
り
ま
し
た
。 

描
く
人
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち
味
を
生
か
し
て
、
自
由
に
伸
び
伸
び
と
表
現
し
た
素
晴
ら
し
い
絵
と
出
会
え
て
、
と
て
も
幸

せ
で
し
た
。 
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飫
肥
小
学
校 

 
 

土 

肥 

華 

子 

 

飫
肥
小
学
校 

 
 

三 

角 

順 

子 

 

吾
田
小
学
校 

 
 

甲 

斐 

亜
希
子 

 

油
津
小
学
校 

 
 

日 

置 

由
紀
子 

桜
ヶ
丘
小
学
校 

 

圖 
師 

宗 

忠 

 

桜
ヶ
丘
小
学
校 

 

中 

武 
和 

子 

 

大
堂
津
小
学
校 

 

神 

園 

眞
由
美 

 

大
窪
小
学
校 

 
 

松 

岡 

真
佐
子 

 

吾
田
東
小
学
校 

 

大 

浦 

康 

子 

 

南
郷
小
学
校 

 
 

秋 

岡 

裕 

子 

 

潟
上
小
学
校 

 
 

佐 

伯 

智 

子 

 

油
津
中
学
校 

 
 

久
保
田 

美
智
代 

 

吾
田
中
学
校 

 
 

橋 

本 

佳
代
子 

 

吾
田
中
学
校 

 
 

石 

井 

祥 

子 

審

査

員

氏

名

一

覧 
 

細
田
中
学
校 

 
 

小 

村 

直 

子 

榎
原
中
学
校 

 
 

原 

田 

弘 

史 

榎
原
中
学
校 

 
 

宮 

田 

美
奈
子 

北
郷
小
中
学
校 

 

福 

本 
 

愛 

北
郷
小
中
学
校 

 

多 

田 
 

恭 

鵜
戸
小
中
学
校 

 

市 

原 

美
由
紀 

東
郷
小
中
学
校 

 

小 

室 

美
保
子 

福
島
小
学
校 

 
 

谷 

口 

満 

美 

有
明
小
学
校 

 
 

後 

藤 

美 

香 

北
方
小
学
校 

 
 

長 

友 

浩 

子 

金
谷
小
学
校 

 
 

世
良
田 

ゆ
か
り 

大
束
小
学
校 

 
 

坂 

元 

祐 

征 

本
城
小
学
校 

 
 

武 

田 

智
恵
美 

市
木
小
学
校 

 
 

宮 

浦 

美
枝
子 

都
井
小
学
校 

 
 

片 

岡 

佐
優
梨 

串
間
中
学
校 

 
 

清 
田 

し
の
ぶ 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

（
敬
称
略
） 
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市の鳥 

メジロ 

市の木 

飫肥杉（オビスギ） 

市の花 

ツワブキの花 

市の魚 

カツオ 

 


